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は
じ
め
に

　

平
安
時
代
の
宮
廷
で
は
様
々
な
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
も

十
一
月
に
行
わ
れ
る
豊
明
節
会
で
五
節
舞
を
披
露
す
る
舞
姫
と
、
そ
れ

を
め
ぐ
る
一
連
の
行
事
は
、
貴
族
た
ち
の
関
心
の
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
『
紫
式
部
日
記
』
に
き
め
細
や
か
に
描
か
れ
、『
枕
草
子
』
に
も
逸
話

が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
古
記
録
や
儀
式
書
に
も
五
節
舞
姫
に
関
す
る

記
事
は
数
多
く
見
え
る
。

　

舞
姫
は
豊
明
節
会
の
数
日
前
に
内
裏
に
参
入
し
、
辰
日
の
豊
明
節
会

が
終
わ
る
ま
で
、
常
寧
殿
に
設
け
ら
れ
た
五
節
所
で
過
ご
す
。
宮
中
に

お
け
る
舞
姫
関
係
の
行
事
に
つ
い
て
は
山
中
裕
氏
が
概
略
を
説
明
し
て

い
る（

１
）。
五
節
舞
姫
は
丑
日
に
内
裏
に
参
入
す
る
と
帳
台
試
に
臨
み
、
寅

日
の
御
前
試
、
卯
日
の
童
女
御
覧
が
行
わ
れ
、
辰
日
の
豊
明
節
会
へ
と

続
く
。
帳
台
試
は
「
天
皇
が
常
寧
殿
で
舞
姫
の
舞
を
御
覧
に
な
る
」
儀

で
あ
り
、
御
前
試
は
「
舞
姫
を
清
涼
殿
に
召
し
て
舞
を
御
覧
に
な
る
」

儀
、
童
女
御
覧
は
「
舞
姫
に
介
添
え
す
る
童
女
下
仕
を
清
涼
殿
の
御
前

に
召
し
て
御
覧
に
な
る
」
儀
で
あ
る
。
そ
の
説
明
は
的
確
で
あ
る
も
の

の
、
概
説
で
あ
る
た
め
、
儀
礼
の
細
部
や
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
省

略
さ
れ
て
い
る
。
儀
礼
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
萩
谷
朴
氏
が
『
紫
式
部

日
記
』
に
注
釈
を
加
え
る
な
か
で
五
節
舞
姫
に
関
す
る
諸
儀
礼
に
つ
い

て
、
儀
式
書
・
古
記
録
を
博
捜
し
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
る（

２
）。
し
か
し

儀
礼
の
変
遷
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
し
て
い
な
い
。

　

服
藤
早
苗
氏
は
五
節
舞
の
基
本
的
考
察
を
も
と
に
舞
姫
の
政
治
性
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
保
立
道
久
氏
も
政
治
史
の
観
点
か
ら
舞
姫
献
上

に
言
及
し
て
い
る（

３
）。
遠
藤
基
郎
氏
は
摂
関
期
か
ら
院
政
期
に
お
け
る
朝

廷
儀
式
の
運
営
や
経
費
調
達
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
五
節
舞
姫
を
取

り
上
げ
、
寺
内
浩
氏
は
受
領
の
私
富
の
導
入
と
い
う
点
か
ら
受
領
に
よ

る
舞
姫
献
上
を
考
察
し
て
い
る（

４
）。
し
か
し
こ
れ
ら
諸
研
究
に
お
い
て

五
節
舞
姫
の
参
入

佐　
　

藤　
　

泰　
　

弘
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も
、
儀
礼
の
変
遷
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
舞
姫
献
上
者
の
構
成
、
お
よ
び
帳
台
試
を
取
り

上
げ
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。
そ
の
考
察
に
入
る
前
に
、
五

節
の
運
営
に
携
わ
っ
た
行
事
蔵
人
や
預
蔵
人
に
つ
い
て
基
本
的
な
事
柄

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
古
瀬
奈
津
子
氏
は
蔵
人
方
の
行
事
に
つ
い
て

検
討
す
る
な
か
で
、
五
節
の
行
事
蔵
人
と
預
蔵
人
の
関
係
が
未
詳
で
あ

る
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

５
）。

一　

預
蔵
人

　

五
節
舞
姫
の
儀
礼
の
運
営
に
は
蔵
人
や
殿
上
人
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
。
な
か
で
も
蔵
人
頭
と
と
も
に
、
五
節
行
事
（
行
事
蔵
人
）
や
五
節

預
（
預
蔵
人
）
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。『
政
事
要
略
』
は
十

月
の
行
事
を
説
明
す
る
な
か
で
『
清
涼
記
』
を
引
く
が
、
そ
こ
に
は
「
私

案
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
『
蔵
人
式
』
が
細
字
双
行
で
注
記
さ
れ
て
い

る（
６
）。

Ａ　

私
案
。
蔵
人
式
云
。
十
日
以
前
蔵
人
頭
定
二
五
節
行
事
蔵
人
一
、
奏

聞
。
其
後
、
預
蔵
人
令
三
出
納
一
人
・
小
舎
人
三
人
、
同
関
二
件

事
一
。

　

十
月
十
日
以
前
に
、
蔵
人
頭
が
五
節
の
行
事
蔵
人
を
定
め
て
奏
聞

し
、
そ
の
後
、
預
蔵
人
が
出
納
一
人
・
小
舎
人
三
人
を
定
め
て
五
節
の

こ
と
を
担
当
さ
せ
る
。
こ
の
文
章
は
行
事
蔵
人
と
預
蔵
人
が
同
じ
職
掌

の
異
名
で
あ
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る（

７
）。
そ
れ
は
以
下
の
諸
点
か
ら
も

確
認
で
き
る
。

　

第
一
に
、
帳
台
試
で
行
事
と
預
は
同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

ず
行
事
蔵
人
に
つ
い
て
、『
西
宮
記
』
は
「
一
、
丑
日
、
於
常
寧
殿
試
五

節
事
」
を
標
目
に
立
て
、
本
文
に
説
明
は
な
い
も
の
の
、
細
字
双
行
で

次
の
よ
う
な
詳
細
な
説
明
を
注
記
し
て
い
る（

８
）。

Ｂ　

大
哥
候
二
同
殿
東
仮
庇
一
、
殿
上
人
勤
二
垣
下
一
。
大
嘗
会
時
五
節
一

所
加
在
二
東
方
一
。
大
哥
候
二
南
軒
廊
一
。
小
哥
候
二
帳
台
坤
角
一
如
レ

例
。
①
師
在
二
北
塗
籠
北
戸
内
一
。
殿
四
面
随
レ
便
点
二︱
定
五
節
宿

所
一
。
②
或
主
上
御
二
師
宿
所
一
。
③
行
事
蔵
人
立
二
塗
籠
東
戸
前
一
、

禁
二
女
房
出
入
一
。
仰
二
木
工
切
懸
一
。
主
殿
之
掃
除
。
修
理
打
橋

饗（
マ
マ
）事

。
掃
部
・
内
匠
寮
燈
台
油
抄
事
。
五
節
参
内
。
④
前
例
子
夜
、

或
参
入
。
除
二
大
哥
「
垣（

竄

入

カ

）

被
問
舞
姫
次
第
」
垣
下
一
外
、
殿
上
人
宿

衣
。
各
着
二
宿
所
一
之
後
、
依
レ
催
入
二
帳
台
一
。
入
レ
自
二
東
南
西

戸
一
。
⑤
行
事
蔵
人
位
宿
衣
立
二
東
戸
一
制
二
闌
入
女
一
。
童
女
二
人
・

上
髪
・
下
仕
・
陪
従
二
人
外
、
不
レ
入
。
帳
台
北
方
立
二
燈
台
四

本
一
。
帳
台
上
敷
二
長
筵
一
。
舞
姫
初
居
二
帳
台
南
辺
一
、
立
二︱
合
基

帳
一
也
。
童
女
敷
レ
茵
。
次
舞
姫
出
立
次
第
不
レ
依
二
出
所
一
。
大
哥
・
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小
哥
発
レ
音
。

舞
姫
着
二
赤
色

織
物
・
唐
地
衣

摺
裳
等
一
。
行

事
蔵
人
、
後

朝
、
着
二

青

色
・
紅
下
襲
・

紫
織
物
指

貫
一
。
次
日
、

着
二

青
色
宿

袍
・
紅
出
褂
・

青
織
物
指

貫
一
。
堅
文
。

　

本
文
で
な
い
た
め

か
や
や
整
っ
て
い
な

い
が
、
大
歌
・
小

歌
・
舞
師
・
五
節
所

な
ど
の
配
置
や
舗
設

を
説
明
し
、
次
い
で

儀
式
の
次
第
、
そ
し

て
装
束
を
記
す
。
行
事
蔵
人
は
二
箇
所
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部

③
に
よ
る
と
行
事
蔵
人
の
配
置
と
役
割
は
塗
籠
の
東
戸
の
前
に
立
ち
女

房
の
出
入
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
傍
線
部
⑤
に
よ
る
と
、
舞
姫
が

帳
台
に
参
入
す
る
時
、
行
事
蔵
人
は
東
戸
に
立
っ
て
許
さ
れ
て
い
な
い

女
が
入
る
こ
と
を
制
止
す
る
。
つ
ま
り
舞
姫
は
閉
ざ
さ
れ
た
舞
殿
（
塗

籠
）
で
舞
う
の
で
あ
り
、
行
事
蔵
人
は
舞
殿
の
番
人
で
あ
る
。
実
例
で

は
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
に
行
事
蔵
人
の
藤
原
章
経
が
鎰
で
塗
籠
の

戸
を
開
閉
し
て
い
る（

９
）。

　

ま
た
『
江
家
次
第
』
は
帳
台
試
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る（

（（
（

。

Ｃ　

五
節
帳
台
試

常
寧
殿
西
塗
籠
内
帳
台
上
敷
二
長
莚
一
。
其
上
可
レ
敷
二
舞
姫
座
一
。

近
代
以
レ
中
為
レ
上
。
其
前
各
立
二
白
木
灯
台
一
本
一
。
舞
殿
戸
下
立
二

床
子
一
脚
一
。
東
帳
台
坤
角
引
レ
幔
為
二
小
哥
座
一
。
北
廂
塗
籠
内

為
二
大
師
宿
所
一
。
大
哥
候
二
同
殿
東
仮
座
一
。
殿
上
人
勤
二
垣
下
一
。
殿

内
四
角
各
卜
二
五
節
所
一
。
殿
垣
下
四
角
各
設
二
仮
切
懸
一
。
自
二
清

涼
殿
東
廂
北
階
下
一
到
二
承
香
殿
坤
角
一
、
仮
作
二
長
橋
一
。
時
刻
、

五
節
舞
姫
、
参
二︱
入
於
玄
輝
門
一
。
下
レ
車
。
公
卿
束
帯
相
従
。
各
入
二
五
節

所
一
。
有
二
莚
道
一
。
諸
大
夫
四
人
、
執
二
几
帳
角
一
。
殿
上
人
、
付
二
童

女
・
傅
等
一
、
如
レ
例
。
前
例
、
用
二
半
靴
一
。
近
代
不
レ
見
。
①
除
二

大
哥
垣
下
・
行
事
蔵
人
一
之
外
不
二
束
帯
一
。
五
節
皆
参
之
後
奏
二

【図】常寧殿略図（『雲図抄』より抄出）

受
領
下
臈

　
　

五
節
所

上
臈
公
卿

　
　

五
節
所

件
帳

台
為

舞
殿

小
哥
座

長
筵
上
敷
半
帖
四
枚

師
凡

師
局

三
間

受
領
上
臈
五
節
所 帳

台
馬
道下

臈
公
卿
五
節
所
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其
由
一
。
②
主
上
出
御
。
御
直
衣
・
御
奴
袴
・
御
沓
。
経
二
仮
長
橋
并
承

香
殿
南
簀
子
・
同
馬
道
・
后
町
廊
・
常
寧
殿
馬
道
等
一
、
入
二︱
御
於

師
壺
寝
一
。
殿
上
侍
臣
、
指
二
脂
燭
一

設
（
マ
マ
）
候
。
近
習
公
卿
両
三
供

奉
。
③
若
不
二
出
御
一
者
、
執
柄
人
并
蔵
人
頭（

マ
マ
）。
④
行
事
蔵
人
、
立
二

舞
殿
東
戸
下
一
開
闔
用
二
床
子
一
、
舞
間
禁
二
闌
入
一
。
理
髪
・
童
女
・
除（
陪
）

従
・
下
仕
外
不
レ
可
レ
入
。
⑤
頭
若
行
事
蔵
人
之
外
、
不
レ
能
レ
伺
二
戸
外
一
。
舞
姫

等
次
第
参
入
経
二
馬
道
一
、
入
二
舞
殿
戸
一
。
先
童
女
一
人
、
持
二
火
取
一
。

次
童
女
一
人
、
持
レ
茵
。
次
舞
姫
下
仕
等
取
二
几
帳
三
本
一
相
従
。
理
髪
相

具
。
次
火
取
童
、
入
レ
戸
即
帰
。
次
茵
童
、
敷
レ
茵
居
二
帳
台
下
一
。
次

舞
姫
居
二
茵
上
一
。
北
面
西
上
。
次
几
帳
一
本
立
二
其
後
一
。
自
余
早
帰
。

次
大
哥
移
二︱
候
於
后
町
廊
辺
一
。
次
大
哥
・
小
哥
、
発
レ
声
如
レ
恒
。

次
舞
姫
、
舞
畢
。
次
第
退
出
、
如
レ
初
。
次
還
所
。

　
『
江
家
次
第
』
は
舗
設
と
次
第
を
『
西
宮
記
』
よ
り
も
整
然
と
説
明
し

て
い
る
。
常
寧
殿
の
西
塗
籠
の
帳
台
に
舞
姫
の
座
が
設
け
ら
れ
て
舞
殿

と
な
り
、
東
帳
台
の
角
に
小
歌
の
座
、
北
廂
の
塗
籠
に
大
師
（
舞
師
）

の
宿
所
、
東
の
仮
廂
に
大
歌
の
座
が
設
け
ら
れ
る
。
常
寧
殿
の
四
隅
に

五
節
所
が
設
け
ら
れ
て
舞
姫
の
宿
所
と
な
る
。
舞
姫
が
参
入
し
て
五
節

所
に
入
る
と
、
天
皇
が
師
局
つ
ま
り
大
師
の
宿
所
に
出
御
す
る
（
傍
線

部
②
）。
行
事
蔵
人
は
舞
殿
の
東
戸
を
開
閉
し
、
許
可
の
な
い
人
々
が
入

る
の
を
禁
止
す
る
（
傍
線
部
④
）。
舞
姫
が
五
節
所
か
ら
舞
殿
（
西
塗

籠
）
の
座
に
着
き
、
大
歌
が
后
町
廊
に
移
る
。
舞
姫
は
大
歌
・
小
歌
に

合
わ
せ
、
舞
を
舞
う
。

　
『
江
家
次
第
』
も
『
西
宮
記
』
と
同
じ
く
、
行
事
蔵
人
が
舞
殿
（
塗
籠

内
の
帳
台
）
の
東
戸
を
開
閉
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
記
す
（
傍
線

部
④
）。
ま
た
行
事
蔵
人
の
ほ
か
蔵
人
頭
も
東
戸
に
候
す
る
場
合
が
あ

る
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る
（
傍
線
部
⑤
）。
な
お
傍
線
部
③
④
の
部
分

は
句
の
切
り
方
が
難
し
い
。
し
か
し
行
事
蔵
人
が
舞
殿
の
東
戸
の
下
で

戸
を
開
閉
す
る
こ
と
を
記
し
た
傍
線
部
④
が
一
つ
の
文
で
あ
り
、
天
皇

の
不
出
御
の
場
合
を
定
め
た
傍
線
部
③
の
後
に
脱
字
が
あ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か（

（（
（

。

　

預
蔵
人
に
つ
い
て
、『
雲
図
抄
』
裏
書
は
次
の
よ
う
に
記
す（

（（
（

。

Ｄ　

次
舞
姫
等
参
入
。（
中
略
）

　
　
　

預
蔵
人
、
毎
度
、
掻
レ
起（

匙
）。

束
帯
。

　

舞
姫
が
舞
殿
に
参
入
す
る
毎
に
束
帯
を
着
た
預
蔵
人
が
戸
に
匙
を
懸

け
る
。
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
に
は
一
臈
式
部
丞
藤
原
定
仲
が
五
節

預
を
勤
め
て
い
た
が
、
帳
台
の
戸
を
開
い
て
舞
姫
を
人
々
に
見
せ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
蔵
人
頭
と
と
も
に
勘
事
に
処
さ
れ
た（

（（
（

。
保
元
二
年
（
一

一
五
七
）
に
は
「
預
蔵
人
左
衛
門
尉
平
範
保
」
が
、「
戸
の
南
掖
に
立

ち
、
床
子
に
昇
り
、
舞
姫
の
昇
る
毎
に
匙
を
掻
」
け
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
行
事
蔵
人
も
預
蔵
人
も
匙
（
鎰
）
を
持
っ
て
帳
台
（
舞
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殿
）
の
東
戸
を
開
閉
す
る
と
い
う
同
じ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、『
雲
図
抄
』
に
よ
る
と
五
節
行
事
は
一
臈
蔵
人
が
勤
め
、
支

障
が
あ
れ
ば
二
臈
・
三
臈
の
蔵
人
が
勤
め
る
。
一
方
、
元
永
元
年
（
一

一
一
八
）
の
五
節
預
は
一
臈
に
障
が
あ
る
た
め
二
臈
の
藤
原
顕
憲
が
勤

め
、
元
永
二
年
に
は
一
臈
が
所
労
に
よ
り
不
参
、
二
臈
も
服
喪
の
た
め
、

三
臈
源
盛
行
が
預
を
勤
め
た（

（（
（

。
行
事
蔵
人
も
預
蔵
人
も
と
も
に
一
臈
蔵

人
の
仕
事
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
同
じ
人
物
が
預
と
も
行
事
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
元
永
二

年
の
五
節
で
預
を
勤
め
た
源
盛
行
は
「
行
事
盛
行
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る（
（（
（

。
ま
た
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
の
帳
台
試
で
は
「
預
蔵
人
以
明
」

が
鎰
を
持
っ
て
舞
殿
の
戸
の
南
に
、
蔵
人
頭
二
人
が
北
に
立
っ
て
い

た
。
こ
の
以
明
は
「
行
事
蔵
人
以
明
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

以
上
か
ら
、
五
節
行
事
と
五
節
預
は
同
じ
職
掌
の
異
名
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。
史
料
を
通
覧
す
る
と
行
事
蔵
人
は
十
一
世
紀
の

史
料
に
多
く
見
え
、
十
二
世
紀
に
は
預
蔵
人
が
多
い
。
そ
れ
は
蔵
人
頭

が
行
事
に
関
わ
る
こ
と
が
次
第
に
多
く
な
る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
般
に
朝
廷
の
儀
式
等
の
担
当
者
は
「
行
事
」
を
冠
し
て
呼
ば
れ
、

「
預
」
は
機
関
や
施
設
の
担
当
者
・
責
任
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
行
事

蔵
人
が
舞
殿
の
鉤
を
懸
け
る
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
行
事
蔵
人
は

舞
殿
さ
ら
に
は
五
節
所
の
置
か
れ
た
常
寧
殿
を
管
理
す
る
た
め
「
預
」

と
も
呼
ば
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
出
納
や
小
舎
人
が
選
任
さ
れ
る

の
も
、
施
設
を
管
理
す
る
職
務
の
故
で
あ
ろ
う
。

二　

五
節
舞
姫
の
献
上
者

１　

献
上
者
の
変
遷

　

五
節
舞
姫
は
通
常
の
年
が
四
人
、
大
嘗
会
の
年
が
五
人
で
あ
り
、
舞

姫
一
人
に
つ
い
て
一
人
の
献
上
者
が
定
め
ら
れ
た
。
山
中
裕
氏
は
、
通

常
年
の
献
上
者
を
公
卿
二
人
・
国
司
二
人
も
し
く
は
公
卿
三
人
・
国
司

一
人
と
説
明
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
献
上
者
の
構
成
に
は
種
々
変
化
が
見

ら
れ
る
。

　

五
節
舞
姫
の
献
上
者
の
構
成
を
定
め
た
、
現
在
知
ら
れ
る
最
初
の
も

の
は
、
宇
多
上
皇
が
醍
醐
天
皇
に
与
え
た
寛
平
遺
誡
で
あ
る（

（（
（

。

Ｅ　

寛
平
御
遺
誡
云
。
毎
年
五
節
、
舞
人
進
出
。
迫
二
彼
期
日
一
、
経
営

尤
切
。
今
須
二
公
卿
之
中
令
一レ
貢
二
二
人
一
。
雖
レ
非
二
其
子
一
必
令
二

求
貢
一
。
殿
上
一
人
選
レ
人
召
レ
之
。
当
代
女
御
又
貢
二
一
人
一
。
公

卿
・
女
御
依
レ
次
貢
レ
之
。
終
而
復
レ
始
以
為
二
常
事
一
。
須
下
入
二
十

月
一
即
召
仰
、
各
身
在
レ
前
令
中
用
意
上
。
勿
有
二
故
障
一
。
臨
レ
時

取
レ
替
。
比
年
朕
之
所
レ
煩
、
只
在
二
此
事
一
。
仍
誡
二
新
君
一
。

　

こ
こ
で
は
、
公
卿
二
人
・
殿
上
一
人
・
女
御
一
人
と
い
う
献
上
者
の
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枠
を
定
め
る
こ
と
、
舞
姫
が
実
子
で
な
く
と
も
よ
い
こ
と
、
公
卿
・
女

御
そ
れ
ぞ
れ
に
輪
番
で
舞
姫
を
献
上
す
る
こ
と
、
十
月
に
献
上
者
を
定

め
て
準
備
さ
せ
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
舞
姫
が
儀
式
の
直
前
に
な
っ
て
交
替
す
る
こ
と
へ
の
対
応
で

あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
舞
姫
献
上
を
忌
避
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と

を
、
三
善
清
行
は
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
の
意
見
封
事
の
な
か
で
述

べ
て
い
る（

（（
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
嵯
峨
天
皇
（
八
〇
九
〜
八
二
三
）
や
仁

明
天
皇
（
八
三
三
〜
八
五
〇
）
の
頃
は
舞
姫
が
後
宮
に
残
さ
れ
た
た
め

貴
族
た
ち
が
競
っ
て
娘
を
献
上
し
て
い
た
。
し
か
し
舞
姫
を
後
宮
に
残

さ
な
く
な
る
と
と
も
に
貴
族
は
舞
姫
を
献
上
す
る
こ
と
に
熱
心
で
は
な

く
な
っ
た
。
そ
し
て
大
嘗
会
の
年
は
舞
姫
が
叙
爵
さ
れ
る
た
め
献
上
す

る
も
の
の
、
通
常
の
年
は
叙
爵
さ
れ
な
い
た
め
に
辞
退
し
、
神
事
に
差

し
障
り
が
で
て
き
た
。
そ
こ
で
「
新
制
」
が
出
さ
れ
て
公
卿
・
女
御
が

輪
番
で
献
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
善
清
行
の
い
う
「
新
制
」
に
つ
い
て
は
、『
年
中
行
事
秘
抄
』
と

『
伊
呂
波
字
類
抄
』
の
記
事
が
参
考
に
な
る（

（（
（

。

Ｆ　

寛
平
九
年
十
一
月
七
日
。
五
節
舞
姫
、
公
卿
可
レ
進
之
由
、
被
二
仰

下
一
了
。

Ｇ　

五
節
舞
師 

文
徳
御
宇
、
斉
衡
三
年
丙
午
始
之
。
寛
平
御
時
、
舞
姫
公
卿
可
レ
進

之
由
、
始
被
二
宣
下
一
。

　

こ
の
二
つ
の
史
料
は
公
卿
の
舞
姫
献
上
に
触
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し

か
し
こ
こ
で
「
仰
下
」「
宣
下
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
宇
多
上
皇
の
遺

誡
を
受
け
て
醍
醐
天
皇
が
公
卿
に
舞
姫
の
献
上
を
命
じ
た
も
の
で
あ

り
、
三
善
清
行
が
記
し
た
「
新
制
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料

Ｆ
に
よ
る
と
「
仰
下
」
は
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
の
「
十
一
月
七
日
」

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
醍
醐
天
皇
の
大
嘗
会
は
十
一
月
二
十
日
で
あ

り
、
そ
の
直
前
に
献
上
を
命
じ
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。「
十
一
月
七

日
」
と
い
う
日
付
は
「
七
月
七
日
」
の
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か（

（（
（

。
な
お

史
料
Ｇ
に
「
始
め
て
」
と
あ
る
の
は
、
公
卿
が
輪
番
で
舞
姫
を
献
上
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
公
卿
に
初
め
て
舞
姫
献
上
を

命
じ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
嵯
峨
・
仁
明
の
時

代
に
は
、
公
卿
こ
そ
が
娘
を
舞
姫
と
し
て
献
上
し
、
後
宮
へ
入
れ
る
こ

と
を
試
み
た
は
ず
で
あ
る
。

　

寛
平
遺
誡
が
示
し
た
献
上
者
の
枠
組
は
村
上
天
皇
が
撰
し
た
『
清
涼

記
』
に
継
承
さ
れ
た
。『
政
事
要
略
』
巻
廿
五
は
十
月
の
行
事
と
し
て
次

の
よ
う
な
『
清
涼
記
』
を
引
い
て
い
る（

（（
（

。

Ｈ　

清
涼
記
。
三
日
以
前
、
点
二︱
定
五
節
儛
姫
一
事
（
私
案
略
。
史
料
Ａ
参
照
）

蔵
人
頭
奉
レ
仰
、
召
下︱
仰
可
レ
献
二
五
節
舞
姫
一
之
公
卿
上
。
或
親
王
献

レ
之
。
但
后
妃
・
女
御
・
尚
侍
可
レ
献
之
、
別
遣
二
中
使
一
令
二
仰
示
一

矣
。
又
殿
上
舞
姫
、
召
下︱
仰
四
位
五
位
有
二
女
子
一
之
者
上
。
殿
上
舞
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姫
或
二
人
、
或
無
レ
之
。

　

こ
れ
を
寛
平
遺
誡
と
比
較
す
る
と
、
十
月
三
日
以
前
に
舞
姫
を
点
定

す
る
こ
と
は
、
寛
平
遺
誡
に
「
十
月
に
入
ら
ば
即
ち
召
仰
す
べ
し
」
と

あ
る
こ
と
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
寛
平
遺
誡
の
「
女
御
」
が
「
后
妃
・

女
御
・
尚
侍
」
と
な
り
、「
殿
上
」
が
「
四
位
・
五
位
の
女
子
あ
る
者
」

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
示
さ
れ
た
基
本
的
な
枠
組
み
は
公
卿
・
后
妃
・
殿
上
で
あ

り
、
寛
平
遺
誡
と
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
「
但
し

4

4

后
妃

…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
后
妃
等
が
常
に
献
上
す
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
殿
上
舞
姫
は
寛
平
遺
誡
と
同
じ
く
一
名
が
基

本
で
あ
る
の
で
、
残
る
三
名
の
舞
姫
は
主
と
し
て
公
卿
に
よ
る
献
上
が

想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
い
で
『
西
宮
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

Ｉ　

一
、
被
レ
定
下
献
二
五
節
舞
姫
一
人
上々
事
頭
持
二
硯
紙
等
一
候
二
御
前
一
定

之
。

上
御
五
節
、
被
レ
仰
下
受
領
・
弁
官
有
二
女
子
一
輩
上
。
或
二
人
。
式
部

大
輔
在
昌
、
献
二
上
御
五
節
一
之
。 

后
宮
・
親
王
・
尚
侍
・
女
御
・
諸
卿

等
献
之
。
大
嘗
会
年
五
人
、
預
レ
爵
。
諸
卿
・
受
領
召
二
其
身
一
仰
。

余
勅
使
。
一
定
之
後
、
各
依
レ
例
請
二
料
物
一
。
献
二
五
節
一
所
々
進
二
請

奏
一
。

　

こ
こ
で
は
舞
姫
献
上
者
が
「
上
御
五
節
」
と
「
后
宮
・
親
王
・
尚

侍
・
女
御
・
諸
卿
」
に
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い
る
。「
上
御
五
節
」
は
、

寛
平
遺
誡
の
「
殿
上
」
や
『
清
涼
記
』
の
「
殿
上
舞
姫
」
に
当
た
り
、

『
清
涼
記
』
の
「
四
位
・
五
位
」
が
「
受
領
・
弁
官
」
に
改
め
ら
れ
て
い

る（
（（
（

。
上
御
五
節
の
献
上
者
は
、
天
暦
年
間
に
式
部
大
輔
で
あ
っ
た
紀
在

昌
が
見
え
る
よ
う
に（

（（
（

（
史
料
Ｉ
）、
本
来
は
受
領
・
弁
官
に
限
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
舞
姫
献
上
は
負
担
が
重
い
た
め
、
比
較
的
禄
の

厚
い
弁
官（

（（
（

や
富
裕
な
地
方
官
で
あ
る
受
領
が
指
名
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
人
数
は
寛
平
遺
誡
・『
清
涼
記
』
と
同
じ
く
一
名
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
后
宮
・
親
王
・
尚
侍
・
女
御
・
諸
卿
」
は
寛
平
遺
誡
・『
清
涼

記
』
に
お
け
る
公
卿
と
后
妃
等
を
一
括
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
御

五
節
は
一
名
が
標
準
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
后
宮
・
親
王
・
尚
侍
・

女
御
・
諸
卿
」
で
三
名
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
『
清
涼
記
』

に
お
い
て
后
妃
等
は
常
に
献
上
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ

の
た
め
『
西
宮
記
』
は
公
卿
・
后
妃
を
区
別
し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

一
見
す
る
と
『
西
宮
記
』
は
『
清
涼
記
』
と
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
実
際
に
は
共
通
し
て
い
る
。
む
し
ろ
『
清
涼
記
』
と
寛
平
遺

誡
の
違
い
の
方
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
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２　

献
上
者
の
実
際

　

で
は
実
際
の
舞
姫
献
上
者
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。【
表
】
に
古
記
録
な

ど
に
見
え
る
、
十
〜
十
二
世
紀
中
期
の
舞
姫
献
上
者
を
、
殿
上
分
と
公

卿
・
后
妃
等
に
分
け
て
示
し
た（

（（
（

。
史
料
の
残
り
方
に
粗
密
が
あ
る
も
の

の
、
献
上
者
の
構
成
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。

　

ま
ず
后
妃
に
よ
る
献
上
は
、
中
宮
穏
子
（
天
慶
元
年
）・
皇
太
后
宮
遵

子
（
永
延
二
年
）・
中
宮
定
子
（
正
暦
四
年
）・
中
宮
彰
子
（
長
保
二
年
）

が
見
え
る
。
ま
た
親
王
に
つ
い
て
は
、
天
元
元
年
に
資
子
内
親
王
、
寛

仁
二
年
に
敦
康
親
王
が
見
え
る
。
后
妃
・
親
王
等
に
よ
る
献
上
は
稀
で

あ
り
、
そ
れ
も
十
一
世
紀
初
期
ま
で
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

公
卿
は
、
承
平
五
年
（
九
三
五
）
に
中
納
言
一
名
と
参
議
三
名
が
献

上
し
「
殿
上
五
節
な
し
」
と
さ
れ
、
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
の
献
上
者

四
名
は
す
べ
て
参
議
で
あ
る（

（（
（

。
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
に
は
右
大
臣
・

大
納
言
・
参
議
の
公
卿
三
名
が
献
上
し
殿
上
分
は
一
名
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
十
世
紀
の
献
上
者
は
公
卿
が
大
半
を
占
め
る
。
と
こ
ろ
が
十
一

世
紀
、
後
一
条
天
皇
の
頃
以
降
に
な
る
と
公
卿
の
献
上
者
は
二
名
以
内

と
な
り
、
一
人
だ
け
の
場
合
も
あ
る（

（（
（

。

　

殿
上
分
は
、
円
融
天
皇
の
時
（
九
六
九
〜
九
八
三
）
に
右
中
弁
が
献

上
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ（

（（
（

、
天
元
元
年
（
九
七
八
）
に
は
左
少
弁
平
季

明
が
み
え
て
お
り
、
弁
官
に
よ
る
献
上
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
永
観
二

年
（
九
八
四
）
の
加
賀
守
藤
原
景
舒
ら
見
任
の
受
領
と
と
も
に
、
長
徳

元
年
（
九
九
五
）
の
太
皇
太
后
宮
権
大
夫
藤
原
理
兼
（
前
越
後
守
）
の

よ
う
に
前
司
も
見
え
る
。
殿
上
分
の
人
数
は
十
世
紀
末
期
ま
で
は
一
名

も
し
く
は
無
し
で
あ
る
が
、
十
一
世
紀
に
な
る
と
二
名
や
三
名
に
増
え

る
。
ま
た
弁
官
の
献
上
は
十
世
紀
末
期
ま
で
で
あ
り
、
前
司
の
献
上
は

寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
の
前
美
作
守
橘
則
隆
が
最
後
で
あ
る
。
そ
の

後
、
殿
上
分
は
見
任
の
受
領
が
勤
め
る
よ
う
に
な
る
。

　

十
世
紀
の
実
態
は
『
清
涼
記
』『
西
宮
記
』
に
合
致
し
て
い
る
。
し
か

し
そ
の
後
、
舞
姫
の
献
上
者
は
殿
上
二
名
・
公
卿
二
名
と
い
う
構
成
が

主
と
な
る
。
そ
れ
は
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
を
初
見
と
し
、
長
保
元
年

（
九
九
九
）
に
続
く
。
し
か
し
長
保
二
年
は
后
妃
が
見
え
、
長
保
三
年
に

は
公
卿
が
三
人
で
あ
る
。
長
保
五
年
に
な
っ
て
殿
上
分
が
前
但
馬
守
高

階
道
順
と
前
甲
斐
守
源
高
雅
、
公
卿
が
権
中
納
言
藤
原
隆
家
・
参
議
藤

原
行
成
と
な
る
。
寛
弘
元
年
・
同
五
年
に
も
受
領
二
人
・
公
卿
二
人
が

献
上
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
『
小
記
目
録
』
第
七
の
次
の
記
事
に
注
目
し
た
い（

（（
（

。

Ｊ　

同
（
長
保
）

五
年
九
月
四
日
、
可
レ
献
二
五
節
一
公
卿
・
受
領
等
員
数
被
二
始

定
一
事
。

　

長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
に
五
節
を
献
上
す
る
公
卿
と
受
領
の
人
数
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を
始
め
て
定
め
た
と
あ
る
。
こ
の
時
に
公
卿
二
名
・
受
領
二
名
と
い
う

基
準
が
決
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
後
、
三
条
天
皇
の
時
は
公
卿
三
名
の
例
が
あ
り
、
常
に
受
領
二

人
・
公
卿
二
人
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
枠
組
み
は
後
一
条
天

皇
の
頃
に
定
着
し
て
い
る
。

　

な
お
舞
姫
献
上
者
は
天
皇
の
御
前
で
蔵
人
頭
が
定
文
を
書
い
て
決
定

し
た
（
史
料
Ｉ
）。
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
に
蔵
人
頭
藤
原
行
成
は
一
条

天
皇
の
定
め
仰
せ
に
し
た
が
っ
て
次
の
よ
う
な
定
文
を
書
い
て
い
る（

（（
（

。

Ｋ　

可
レ
献
二
五
節
儛
姫
一
人
々

殿
上

内
大
臣

中
納
言
平
朝
臣

　

長
徳
四
年
十
月
四
日
定
文
之
体
如
レ
此

　

こ
の
よ
う
に
「
殿
上
」
と
し
て
受
領
を
記
し
次
に
公
卿
を
書
く
様
式

は
後
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
殿
上
分
を
最
初
に
置
く
書
き
方
は
『
西

宮
記
』
が
「
上
御
五
節
」
を
「
后
宮
・
親
王
・
尚
侍
・
女
御
・
諸
卿
」

か
ら
区
別
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
定
文
の

様
式
は
遅
く
と
も
十
世
紀
中
頃
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

３　

殿
上
舞
姫
と
受
領

　
『
西
宮
記
』
に
は
五
節
に
際
し
、
天
皇
が
河
内
国
の
交
野
禁
野
に
使
者

を
遣
わ
し
て
雉
を
狩
る
こ
と
が
見
え
、
同
裏
書
に
よ
る
と
延
長
四
年

（
九
二
六
）、
交
野
狩
使
丹
波
介
秋
成
・
摂
津
介
武
仲
が
献
じ
た
雉
六
翼

は
、
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
二
つ
の
殿
上
五
節
所
に
与
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

こ
れ
は
供
御
の
分
与
と
考
え
ら
れ
、
殿
上
五
節
と
天
皇
と
の
密
接
な
関

係
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
『
西
宮
記
』
は
殿
上
五
節
を
「
上
御
五
節
」

と
記
す
。
こ
れ
は
「
う
え
の
お
ん
ご
せ
ち
」
と
訓
む
の
で
あ
ろ
う
。「
上
」

が
天
皇
も
し
く
は
天
皇
の
周
辺
を
意
味
す
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、

「
御
」
と
い
う
敬
称
が
付
け
ら
れ
た
「
上
御
五
節
」
は
、
天
皇
の
五
節
と

い
う
意
味
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
為
頼
朝
臣
集
』
に
は
「
花
山
院
の
東
宮
に
お
は
し
ま
し
ゝ
時
、
殿
上

に
て
右
中
弁
の
五
節
た
て
ま
つ
り
し
と
き
」
の
こ
と
を
回
顧
し
た
詞
書

が
み
え
る（

（（
（

。
殿
上
五
節
は
「
殿
上
に
て
」
奉
っ
た
舞
姫
で
あ
り
、
天
皇

に
代
わ
っ
て
殿
上
の
侍
臣
が
供
出
す
る
舞
姫
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
殿
上
五
節
を
献
上
し
た
受
領
は
殿
上
受

領
で
は
な
か
ろ
う
か
。【
表
】
に
み
え
る
献
上
者
の
う
ち
、
殿
上
受
領
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
者
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
し
か
し
少
な

く
と
も
十
一
世
紀
初
期
ま
で
に
お
け
る
殿
上
分
の
献
上
者
に
は
、
天
皇

の
春
宮
時
代
の
坊
官
や
春
宮
昇
殿
で
あ
っ
た
経
歴
を
持
つ
者
、
天
皇
に

則
忠
朝
臣　
　

則
忠
、
近
江
介
当
任

伊
祐　
　
　
　

伊
祐
、
散
位
信
乃

則
忠
朝
臣　
　

則
忠
、
近
江
介
当
任

伊
祐　
　
　
　

伊
祐
、
散
位
信
乃
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蔵
人
や
殿
上
人
と
し
て
近
侍
し
た
経
歴
を
持
つ
者
が
多
く
、
中
宮
等
に

仕
え
る
者
も
い
る
。
彼
ら
が
昇
殿
を
許
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い（

（（
（

。

天
皇
に
身
近
で
関
係
の
深
い
受
領
や
、
受
領
を
経
た
者
た
ち
が
、
殿
上

五
節
の
献
上
者
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
後
一
条
天
皇
の
頃
に
な
る
と
献
上
者
は
見
任
の
受
領
に
限
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
定
文
で
は
「
殿
上
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら

れ
る
が
、『
春
記
』
な
ど
貴
族
の
日
記
で
は
「
受
領
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
る（

（（
（

。
前
司
が
見
ら
れ
な
く
な
り
「
受
領
」
と
し
て
括
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
に
、
殿
上
五
節
の
変
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

遠
藤
基
郎
氏
は
、
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
に
舞
姫
の
献
上
を
辞
退

し
た
越
後
守
源
行
任
が
釐
務
を
止
め
ら
れ
た
こ
と
、
十
二
世
紀
の
受
領

が
「
治
国
之
身
」
に
対
す
る
逃
れ
難
い
役
と
し
て
五
節
舞
姫
を
認
識
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
に
は
、
白

河
院
が
遠
江
守
藤
原
為
隆
を
五
節
の
献
上
者
に
定
め
た
こ
と
に
対
し
、

関
白
藤
原
忠
実
は
遠
江
国
が
法
成
寺
の
塔
の
造
営
を
担
当
し
て
い
る
こ

と
を
理
由
に
献
上
者
の
変
更
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
院
は
「
他

の
国
々
、
か
く
の
ご
と
く
障
り
の
由
を
申
す
。
今
に
於
い
て
は
関
白
、

相
量
り
て
、
未
役
の
国
々
を
尋
ね
、
五
節
を
充
つ
べ
き
な
り
」
と
返
答

し
た（

（（
（

。
ま
た
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
五
節
の
献
上
を
命
じ
ら
れ
た
尾

張
守
が
殿
上
で
の
作
法
を
知
ら
ず
、
天
皇
に
責
め
ら
れ
て
献
上
す
る
の

だ
と
不
満
を
述
べ
た
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
舞
姫
献
上
は
殿
上
侍
臣

の
奉
仕
と
い
う
性
格
を
失
い
、
他
の
諸
役
と
同
じ
よ
う
に
受
領
一
般
に

宛
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

殿
上
侍
臣
が
舞
姫
を
献
上
す
る
と
い
う
意
識
が
失
わ
れ
、
舞
姫
の
献

上
は
見
任
受
領
の
役
に
な
っ
て
い
く
。
寺
内
浩
氏
は
舞
姫
献
上
者
が
受

領
に
な
る
こ
と
を
受
領
の
富
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

そ
れ
は
基
本
的
に
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
殿
上
受
領
が
献
上
し
た
段
階

と
、
受
領
一
般
の
負
担
に
な
っ
た
段
階
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
思

う
。

　

以
上
、
舞
姫
の
献
上
者
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
九
世
紀
の
具
体
的
な

献
上
者
は
未
詳
で
あ
る
が
、
三
善
清
行
が
述
懐
す
る
よ
う
に
、
娘
を
後

宮
に
納
れ
る
手
段
と
し
て
貴
族
た
ち
が
競
っ
て
舞
姫
を
献
上
し
た
こ
と

は
事
実
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
の
頃
の
舞
姫
が
担
っ
た
政
治
的
意

味
は
摂
関
期
の
も
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
舞
姫
を
後

宮
に
残
す
こ
と
が
な
く
な
り
、
舞
姫
の
献
上
が
忌
避
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
対
し
、
寛
平
九
年
の
「
新
制
」
は
公
卿
を
舞
姫
の
主
た
る

担
い
手
と
し
つ
つ
、
女
御
に
も
献
上
を
求
め
、
さ
ら
に
は
天
皇
自
ら
も

殿
上
分
に
よ
っ
て
舞
姫
の
不
足
を
補
う
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
女
御
が

少
な
く
な
り
、
公
卿
の
負
担
に
も
限
り
が
あ
る
。
そ
こ
で
十
世
紀
末
期
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に
な
る
と
殿
上
分
を
殿
上
受
領
に
負
担
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
十
一
世

紀
初
期
に
は
公
卿
二
名
、
受
領
二
名
と
い
う
構
成
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

殿
上
分
は
近
臣
に
よ
る
奉
仕
と
い
う
性
格
を
失
い
、
受
領
一
般
に
課
さ

れ
る
役
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

帳
台
試
の
成
立

１　

帳
台
試
へ
の
出
御

　

童
女
御
覧
は
円
融
天
皇
の
時
（
九
六
九
〜
九
八
三
）
に
初
め
て
行
わ

れ
慣
例
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
定
着
し
た
後
に
も
「
至
二
童

御
覧
一
者
遊
興
也
」
と
言
わ
れ
る
娯
楽
で
あ
っ
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
儀
礼

の
変
化
は
、
帳
台
試
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
代
表
的
な
儀
式
書
で

あ
る
『
西
宮
記
』
と
『
江
家
次
第
』
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
『
西
宮
記
』
と
『
江
家
次
第
』
に
み
え
る
帳
台
試
の
舗
設
や
次
第
は
、

第
一
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
顕
著
な

相
違
が
一
つ
だ
け
あ
る
。『
西
宮
記
』
は
、
舞
師
が
北
塗
籠
北
戸
内
に
お

り
（
史
料
Ｂ
傍
線
①
）、
天
皇
が
師
宿
所
（
北
塗
籠
）
に
出
御
す
る
こ
と

も
あ
る
と
説
明
す
る
（
傍
線
②
）。
つ
ま
り
帳
台
試
は
舞
師
が
舞
姫
を
試

み
る
儀
で
あ
り
、
天
皇
は
必
ず
し
も
出
御
し
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、

『
江
家
次
第
』
は
、
舞
姫
が
参
入
し
て
天
皇
が
大
師
の
宿
所
に
出
御
す
る

と
し
（
史
料
Ｃ
傍
線
部
②
）、
天
皇
の
出
御
儀
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

天
皇
が
出
御
し
な
い
場
合
は
、
執
柄
と
蔵
人
頭
が
儀
を
執
り
行
う
（
傍

線
部
③
）。
つ
ま
り
帳
台
試
が
天
皇
の
出
御
儀
で
あ
る
こ
と
を
本
儀
と

す
る
か
否
か
に
お
い
て
、『
西
宮
記
』
と
『
江
家
次
第
』
と
は
顕
著
な
相

違
を
見
せ
る
の
だ
。

　

寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
の
帳
台
試
は
堀
河
天
皇
が
幼
主
（
十
歳
）

の
た
め
摂
政
藤
原
師
実
が
代
っ
て
出
御
し
、
天
皇
は
寛
治
四
年
に
元
服

を
終
え
て
始
め
て
帳
台
試
に
出
御
し
た（

（（
（

。
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）、
天

皇
は
物
忌
の
た
め
出
御
で
き
ず
、
師
実
も
関
白
で
あ
る
た
め
天
皇
に
代

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
時
は
蔵
人
頭
が
行
事
し
て
い
る（

（（
（

。
永

長
元
年
（
一
〇
九
六
）
に
も
堀
河
天
皇
は
出
御
せ
ず
、
両
蔵
人
頭
や
預

蔵
人
左
衛
門
尉
仲
正
が
儀
を
執
り
行
っ
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
天
皇
が
幼
主

の
時
は
摂
政
が
代
り
、
天
皇
が
出
御
し
な
い
場
合
で
も
蔵
人
頭
・
行
事

蔵
人
が
儀
を
執
り
行
っ
た（

（（
（

。
天
皇
が
出
御
し
な
く
と
も
蔵
人
頭
が
執
行

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
舞
師
に
よ
る
試
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

　

師
局
に
お
け
る
天
皇
の
座
や
、
天
皇
が
出
御
し
た
時
の
舞
師
の
進
退

に
つ
い
て
『
江
家
次
第
』
は
触
れ
な
い
。
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）、
摂

政
藤
原
忠
実
は
太
師
宿
所
に
入
り
「
主
上
の
儀
の
如
く
、
円
座
に
居
」

し
た（

（（
（

。
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）、
前
太
政
大
臣
藤
原
頼
実
・
九
条
道
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家
・
源
通
光
は
師
局
に
入
っ
て
候
し
、
天
皇
は
屏
風
の
中
に
御
し
て
い

た（
（（
（

。
師
局
に
は
屏
風
で
囲
っ
て
天
皇
の
円
座
が
置
か
れ
て
い
た
。
文
治

三
年
（
一
一
八
七
）、
帳
台
試
に
出
御
し
た
摂
政
藤
原
兼
実
は
、
舞
姫
の

立
舞
に
際
し
て
大
歌
が
音
を
発
し
な
か
っ
た
た
め
舞
師
等
に
尋
ね
て
い

る（
（（
（

。
舞
師
は
兼
実
の
近
く
に
候
し
、
舞
を
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
は
十
二
世
紀
末
期
の
事
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も

同
じ
よ
う
に
、
天
皇
が
出
御
し
て
も
舞
師
は
局
の
中
に
居
て
舞
を
試
み

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

帳
台
試
は
『
西
宮
記
』
に
よ
る
と
舞
師
に
よ
る
「
試
」
で
あ
り
、
そ

こ
に
天
皇
が
出
御
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
『
江
家
次
第
』
は
天

皇
の
出
御
儀
と
し
て
説
明
す
る
。
で
は
出
御
儀
と
し
て
定
着
す
る
の
は

い
つ
だ
ろ
う
か
。

　

永
観
二
年
（
九
八
四
）、
花
山
天
皇
は
「
常
寧
殿
試
」
を
「
密
々
御

覧
」
じ
た
。
物
忌
で
諷
誦
を
修
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
皇
が
出
御
し

た
こ
と
に
、
蔵
人
頭
藤
原
実
資
は
疑
義
を
呈
し
て
い
る（

（（
（

。
寛
弘
七
年

（
一
〇
一
〇
）、
一
条
天
皇
は
舞
姫
が
参
入
し
た
後
に
帳
台
に
出
御
し
て

い
る（

（（
（

。
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）、
十
歳
の
後
一
条
天
皇
は
東
宮
敦
良
親

王
と
と
も
に
「
舞
殿
の
師
宿
所
」
に
出
御
し
た
。
前
摂
政
藤
原
道
長
と

摂
政
頼
通
、
左
大
将
教
通
・
新
中
納
言
能
信
ら
が
供
を
し
、
女
房
が
予

め
舞
殿
に
い
て
幼
主
・
東
宮
を
迎
え
た（

（（
（

。
こ
れ
は
天
皇
の
出
御
儀
で
あ

る
た
め
幼
主
が
出
御
し
た
の
で
は
な
く
、
出
御
儀
と
し
て
定
ま
っ
て
い

な
い
た
め
に
摂
政
で
は
な
く
幼
主
が
出
御
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）、
後
朱
雀
天
皇
は
帳
台
試
に
出
御
し
た
が
、
翌

長
暦
三
年
は
物
忌
の
た
め
出
御
せ
ず
、
蔵
人
頭
藤
原
資
房
に
「
調
舞
事

可
レ
行
」
と
命
じ
た（

（（
（

。
出
御
し
な
い
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
天

皇
の
出
御
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
十
一
世
紀
前
期

に
は
出
御
儀
が
定
着
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

２　

調
習
か
ら
帳
台
試
へ

　

十
一
世
紀
に
お
け
る
五
節
の
行
事
は
丑
日
の
帳
台
試
に
始
ま
る
。
し

か
し
九
世
紀
末
期
に
成
立
し
た
『
年
中
行
事
御
障
子
文
』
は
五
節
前
後

の
行
事
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

（（
（

。

Ｌ　

中
子
日
、
大
原
野
祭
事
。

同
日
夜
、
五
節
舞
姫
調
習
事
。

中
丑
日
、
園
并
韓
神
祭
事
。

同
日
、
宮
内
省
奏
二
御
宅
田
稲
数
一
事
。

中
寅
日
、
鎮
魂
祭
事
。

同
日
夜
、
試
二
五
節
舞
一
事
。

中
卯
日
、
新
嘗
祭
事
。

中
辰
日
、
節
会
事
。
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清
涼
殿
で
行
う
御
前
試
は
寅
日
「
試
二
五
節
舞
一
事
」
と
立
項
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
丑
日
に
帳
台
試
は
見
え
ず
、『
西
宮
記
』・『
江
家
次
第
』

に
は
無
か
っ
た
子
日
夜
に
「
五
節
舞
姫
調
習
事
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
調
習
」
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、『
年
中
行
事
抄
』
が
引
く

『
蔵
人
式
』・『
清
涼
記
』
に
も
見
え
る（

（（
（

。

Ｍ　

蔵
人
式
云
。
中
子
丑
日
、
於
二
舞
殿
一
調
二︱
習
舞
姫
一
。

Ｎ　

清
涼
記
云
。
子
日
入
夜
、
舞
姫
於
二
常
寧
殿
一
調
習
。

　
『
清
涼
記
』
は
村
上
天
皇
の
撰
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、『
蔵
人
式
』
は

寛
平
・
延
喜
も
し
く
は
天
暦
の
い
づ
れ
か
で
あ
る（

（（
（

。『
蔵
人
式
』
の
年
代

が
確
定
で
き
な
い
も
の
の
、
十
世
紀
中
頃
ま
で
は
子
日
夜
に
舞
姫
の
調

習
が
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
蔵
人
式
』
は
調
習
が
子
・
丑
の
両

日
に
わ
た
る
と
し
、『
清
涼
記
』
は
子
日
の
み
を
記
す
が
、
調
習
は
二
日

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
清
涼
記
』
に
は
調
習
（
子
日
）
と
試
（
寅
日
）
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
が
、
丑
日
の
帳
台
試
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
逸
文
が
未

発
見
で
あ
る
の
で
は
な
く
、『
清
涼
記
』
が
『
年
中
行
事
御
障
子
文
』
の

行
事
を
踏
襲
し
、
帳
台
試
を
立
項
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た

『
政
事
要
略
』
や
『
小
野
宮
年
中
行
事
』
も
調
習
と
御
前
試
を
立
項
す
る

の
み
で
あ
り（

（（
（

、『
年
中
行
事
御
障
子
文
』・『
清
涼
記
』
に
通
じ
る
古
態
を

示
し
て
い
る
。

　

舞
姫
の
調
習
と
は
舞
師
の
も
と
で
舞
姫
が
五
節
舞
を
練
習
す
る
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。
常
寧
殿
に
は
「
師
宿
所
（
師
局
）」
が
設
け
ら
れ
、
舞

師
は
舞
姫
と
と
も
に
内
裏
に
滞
在
し
た
。
舞
姫
は
子
日
に
参
入
し
て
五

節
所
に
入
り
、
舞
師
の
も
と
で
五
節
舞
を
練
習
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
子
日
に
は
大
歌
が
召
さ
れ
殿
上
の
侍
臣
が
饗
応
す
る
。『
政
事

要
略
』
は
「
舞
姫
調
習
事
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す（

（（
（

。

Ｏ　

先
十
余
日
、
蔵
人
頭
定
二
預
蔵
人
一
奏
聞
。
当
日
、
下
二︱
賜
御
衣
預

蔵
人
一
。
又
奏
下︱
下
内
蔵
寮
・
造
酒
司
・
穀
倉
院
并
献
二
舞
姫
一
所

門
籍
上
。
晩
景
召
二
大
歌
一
、
差
二
殿
上
侍
臣
一
、
為
二
垣
下
一
。
入
夜

舞
姫
、
於
二
常
寧
殿
一
調
習
。

　

舞
姫
の
調
習
で
は
、
舞
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
大
歌
に
あ
わ
せ

て
五
節
舞
を
練
習
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
調
習
と
は
本
来
、
大

歌
・
舞
師
・
舞
姫
が
揃
っ
た
う
え
で
行
わ
れ
る
稽
古
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

年
中
行
事
障
子
が
成
立
し
た
九
世
紀
末
期
に
は
、
舞
姫
は
調
習
と
御

前
試
を
経
て
豊
明
節
会
に
臨
む
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
内
裏
に
参

入
し
た
舞
姫
が
舞
師
の
も
と
で
練
習
し
、
天
皇
が
仕
上
が
り
具
合
を
確

か
め
、
本
番
を
迎
え
る
。
こ
れ
は
節
会
に
向
け
た
準
備
と
し
て
は
単
純

で
合
理
的
で
あ
る
。
な
お
調
習
の
最
後
に
舞
師
が
舞
姫
を
試
み
た
は
ず

で
あ
り
、
そ
れ
が
帳
台
試
の
起
源
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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３　

調
習
の
行
方

　

調
習
は
、『
西
宮
記
』
に
立
項
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
十
世
紀
後

期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
延
二
年
（
九
七
四
）

に
行
事
蔵
人
を
務
め
た
平
親
信
は
十
一
月
の
日
記
に
次
の
よ
う
な
記
事

を
残
し
て
い
る（

（（
（

。

Ｐ　

十
四
日
、
子
、
大
謌
。

十
五
日
、
舞
殿
。

十
六
日
、
試
。

　

極
め
て
簡
略
で
あ
る
が
、
十
六
日
（
寅
）
の
「
試
」
は
御
前
試
、
十

五
日
（
丑
）
の
「
舞
殿
」
は
帳
台
試
で
あ
ろ
う
。
十
四
日
（
子
）
は
大

歌
人
の
饗
応
で
、
調
習
は
記
し
て
い
な
い
。
ま
た
『
西
宮
記
』
所
引
の

『
村
上
天
皇
日
記
』
逸
文
に
は
次
の
よ
う
な
天
暦
七
年
（
九
五
三
）
の
記

事
が
見
え
る（

（（
（

。

Ｑ　

天
暦
七
年
十
一
月
十
二
日
戊
子
。
今
夜
召
二
大
哥
人
於
常
寧
殿
南

廊
一
如
レ
常
。
御
記
。

　

こ
こ
で
は
子
日
に
大
歌
を
召
し
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
あ
り
、『
親

信
卿
記
』
と
同
じ
く
、
調
習
に
関
し
て
は
何
も
記
さ
な
い
。
子
日
の
調

習
は
、『
清
涼
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
村
上
天
皇
の
頃
に
は
す

で
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
西
宮
記
』
が
「
前

例
、
子
の
夜
、
あ
る
ひ
は
参
入
す
」
と
記
す
の
は
（
史
料
Ｂ
傍
線
部
④
）、

子
日
に
調
習
が
行
わ
れ
て
い
た
時
の
名
残
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
常
寧
殿
で
の
調
習
は
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
調
習
を
行
う
に
は
子
日
に
参
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
調
習
の
実
施
を
確
認
で
き
る
史
料
が
少
な
い
た
め
、
舞
姫
が
参
入

し
た
日
を
遡
及
的
に
検
討
し
よ
う
。

　

寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
の
舞
姫
は
十
一
月
十
三
日
（
子
）
に
参
入

し
た
が
、
一
条
天
皇
は
彰
子
の
曹
司
に
渡
御
し
て
参
入
を
見
た
後
、
帳

台
に
出
御
し
た（

（（
（

。
子
日
で
あ
る
が
舞
姫
が
参
入
す
る
と
即
座
に
帳
台
試

が
行
わ
れ
て
お
り
、
調
習
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

　

藤
原
実
資
は
長
保
元
年
（
九
九
九
）
に
舞
姫
を
献
上
し
た
が
、
十
一

月
二
十
一
日
（
子
）
に
舞
姫
を
参
入
さ
せ
る
よ
う
に
催
し
を
受
け
、
翌

日
（
丑
）
の
夜
「
亥
始
」
に
舞
姫
を
参
入
さ
せ
て
い
る（

（（
（

。

　

永
観
二
年
（
九
八
四
）
は
十
一
月
十
八
日
（
子
）
に
殿
上
五
節
の
藤

原
景
舒
女
だ
け
が
参
入
し
、
翌
十
九
日
（
丑
）
に
残
る
三
人
が
参
入
し

て
常
寧
殿
の
試
が
行
わ
れ
た（

（（
（

。

　

天
慶
八
年
（
九
四
五
）、
関
白
太
政
大
臣
藤
原
忠
平
が
舞
姫
を
献
上
し

た
。
そ
の
時
、
忠
平
の
舞
姫
は
子
日
に
参
入
し
、
他
の
舞
姫
を
参
入
さ

せ
な
か
っ
た（

（（
（

。
お
そ
ら
く
他
の
舞
姫
は
翌
日
（
丑
日
）
に
参
入
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
忠
平
の
専
横
ぶ
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
子
日
の
参
入
が
厳
密
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
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一
五

で
き
る
。

　

天
慶
元
年
（
九
三
八
）
十
一
月
二
十
二
日
（
丑
）、「
今
夜
、
且
は
三

人
参
入
」
と
し
て
殿
上
・
中
宮
・
太
政
大
臣
家
の
舞
姫
が
参
入
し
た

が
、
中
納
言
家
の
舞
姫
は
犬
死
穢
の
た
め
参
入
し
な
か
っ
た（

（（
（

。

　

す
で
に
十
世
紀
前
半
に
お
い
て
舞
姫
は
必
ず
し
も
子
日
に
は
参
入
し

て
お
ら
ず
、
丑
日
に
参
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。『
蔵
人
式
』
は
子
・
丑

の
両
日
を
調
習
と
し
て
い
る
が
、
丑
日
に
参
入
し
て
調
習
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
子
日
の
参
入
が
丑
日
に
遅
れ
る
よ
う
に

な
り
、
調
習
も
次
第
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

調
習
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
丑
日
に
舞
姫
が
参
入
し
て
即
座
に
帳
台

試
に
臨
む
と
す
れ
ば
、
五
節
舞
の
練
習
は
参
入
す
る
前
に
行
わ
れ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
長
保
元
年
（
九
九
九
）
に
藤
原
実
資
が
備
前
守
相
近

女
と
称
す
る
者
を
舞
姫
と
し
て
献
じ
た
時
は
舞
師
を
舞
姫
宅
に
迎
え
練

習
さ
せ
て
お
り
、
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
に
藤
原
行
成
が
舞
姫
を
献

上
し
た
時
も
舞
師
を
迎
え
て
い
る（

（（
（

。
藤
原
資
平
は
寛
仁
二
年
（
一
〇
一

八
）
十
一
月
十
七
日
夜
か
ら
翌
日
に
か
け
て
舞
師
を
迎
え
て
い
る（

（（
（

。
藤

原
実
資
は
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
に
二
度
目
の
舞
姫
を
献
じ
た
時
、

次
の
よ
う
に
日
記
に
記
し
て
い
る（

（（
（

。

Ｒ　

家
有
二
旧
五
節
一
。
仍
日
来
内
々
令
レ
習
。
迎
レ
師
之
間
、
日
只
雖
二

昨
今
一
、
所
二
練
習
一
有
レ
日
而
已
。

　

実
資
は
以
前
に
五
節
を
献
上
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
内
々
に
習
わ
せ

て
お
り
、
舞
師
を
迎
え
る
の
は
昨
今
で
あ
る
が
、
何
日
も
練
習
し
て
い

る
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
に
藤
原
基
実
が
舞
姫
を
献
上
し
た
時

は
、
十
一
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
東
三
条
殿
に
「
小
師
」
を
迎
え

て
い
る
。
こ
の
小
師
は
「
大
師
美
作
前
内
侍
」
の
「
与
奪
」
に
よ
っ
て

内
侍
所
女
史
で
あ
る
太
宮
が
勤
め
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
舞
師
に
大
師
・
小

師
が
見
え
る
の
は
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
が
最
初
で
あ
る（

（（
（

。
大
師
は

宣
旨
で
補
任
さ
れ
る
が
、
一
名
の
舞
師
で
は
貴
族
の
家
で
の
練
習
に
対

応
で
き
な
い
た
め
、
臨
時
に
小
師
を
定
め
舞
師
の
役
割
を
担
わ
せ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か（

（（
（

。
藤
原
宗
忠
は
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
に
舞
姫
を

献
上
し
た
時
、
朝
に
小
師
を
迎
え
て
夕
方
ま
で
舞
姫
に
練
習
さ
せ
て
い

る（
（（
（

。

　

舞
師
を
家
に
迎
え
て
練
習
し
た
と
き
、
舞
師
に
禄
が
与
え
ら
れ
た
。

長
保
元
年
（
九
九
九
）
に
実
資
は
絹
三
疋
・
米
五
石
（
三
石
饗
料
・
二

石
従
者
禄
料
）・
菓
子
・
魚
物
等
を
送
っ
て
お
り
、
長
元
五
年
に
は
小

師
の
例
禄
（
絹
三
疋
・
綿
三
屯
）
に
米
五
石
を
加
え
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
禄

の
ほ
か
、
長
元
五
年
の
舞
師
は
几
帳
帷
・
畳
四
枚
・
火
桶
等
を
持
ち
帰

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
手
洗
楾
を
取
ろ
う
と
し
て
実
資
家
の
出
納
男
が
取
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り
返
し
て
い
る
（
史
料
Ｓ
）。
大
治
二
年
に
宗
忠
は
舞
師
が｢

故
実
と
称

し｣
て
房
装
束
を
放
ち
取
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
止
め
る
こ
と
も
な
く

「
大
略
近
年
の
作
法
」
と
認
め
て
い
る（

（（
（

（
史
料
Ｔ
）。
保
元
二
年
に
は
東

三
条
殿
に
設
け
ら
れ
た
曹
局
の
舗
設
雑
具
を
小
師
が
す
べ
て
運
び
取
っ

て
い
る（

（（
（

（
史
料
Ｕ
）。

Ｓ　

舞
姫
返
送
。
小
師
、
給
二
例
禄
一
、
三
疋
・
三
屯
。
或
記
二
屯
。
返
遣
之
。

殊
給
二
八
木
五
解（

斛
）一

。
取
二
几
帳
帷
・
畳
四
枚
・
火
桶
等
一
。
今
朝
、

欲
レ
執
二
手
洗
楾
一
。
而
出
納
男
乞
返
不
レ
給
。
仍
忿
怒
無
レ
極
。

Ｔ　

今
朝
迎
二
舞
師
一
。
小
伊
与
。
於
二
侍
廊
一
、
令
レ
習
二
舞
々
姫
一
。
晩
景

令
レ
帰
之
間
、
□
例
禄
之
外
、
房
装
束
皆
以
放
取
了
。
称
二
故
実
一
。

又
不
二
制
止
一
也
。
大
略
近
年
之
作
法
者
。

Ｕ　

舞
姫
小
師
、
今
朝
退
二︱
出
東
三
条
殿
一
了
。
曹
局
舗
設
雑
具
併
運
取

了
。

　

こ
の
よ
う
な
舞
師
の
行
為
は
、
饗
宴
な
ど
に
お
け
る
下
し
物
に
も
共

通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
儀
式
で
使
用
さ
れ
た
財
貨
が
社
会
に
循
環
す

る
様
態
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

舞
姫
は
本
来
、
子
日
に
参
入
し
て
舞
師
の
調
習
を
受
け
、
丑
日
に
は

舞
師
に
よ
る
試
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
十
世
紀
前
半
に
は

舞
姫
の
参
入
が
遅
れ
る
よ
う
に
な
り
、
常
寧
殿
で
の
調
習
が
で
き
な
く

な
っ
た
。
そ
こ
で
調
習
の
最
後
に
行
わ
れ
て
い
た
舞
師
の
試
が
、
各
家

で
練
習
し
た
成
果
を
確
認
す
る
儀
礼
と
な
り
、
十
世
紀
後
半
に
は
帳
台

試
が
成
立
し
た
。
十
一
世
紀
前
期
に
は
天
皇
の
出
御
が
慣
例
化
し
、
帳

台
試
は
出
御
儀
と
な
っ
て
肥
大
化
し
て
い
っ
た
。

四　

舞
姫
の
参
入

　
『
江
家
次
第
』
に
よ
る
と
、
四
人
の
舞
姫
は
玄
輝
門
外
に
参
集
し
、
公

卿
・
諸
大
夫
・
殿
上
人
ら
に
付
き
添
わ
れ
、
順
次
、
参
入
す
る
。『
紫
式

部
日
記
』
は
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
十
一
月
二
十
日
（
丑
）
の
夜
に

業
遠
・
仲
清
・
右
宰
相
中
将
・
藤
宰
相
の
舞
姫
が
次
々
と
参
入
す
る
様

子
を
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
舞
姫
が
一
度
に
参
入
す
る
の
が
、

本
来
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
四
人
が
揃
っ
て
参
入
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
二
人
が
あ
ら

か
じ
め
参
入
を
終
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
長
保
五
年

（
一
〇
〇
三
）
十
一
月
十
五
日
（
丑
）、
源
高
雅
が
献
上
し
た
舞
姫
は
他

に
先
だ
っ
て
「
夜
初
」
に
参
入
し
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
十
一
世
紀

前
半
で
は
例
外
的
で
あ
る
が
、
十
一
世
紀
後
半
に
は
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

　

康
平
三
年
（
一
〇
六
〇
）
十
一
月
十
六
日
（
丑
）
に
は
、
四
人
の
舞

姫
の
う
ち
、
近
江
守
基
貞
と
大
和
守
親
国
の
舞
姫
が
「
こ
の
暁
に
」
参
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五
節
舞
姫
の
参
入

一七


内
し
て
い
る（

（（
（

。
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
十
一
月
十
八
日
（
丑
）
に
は
、

四
人
の
舞
姫
の
う
ち
、
民
部
卿
が
献
上
し
た
五
節
舞
姫
が
「
夜
前
」
に

参
入
し
て
い
る（

（（
（

。
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
十
一
月
十
五
日
（
丑
）
に

は
、「
今
夕
、
五
節
参
入
す
。
右
兵
衛
督
俊
実
、
宰
相
中
将
公
実
、
伯
耆

守
業
房
等
、
舞
姫
を
献
ず
る
と
こ
ろ
な
り
。
能
登
守
公
俊
、
今
暁
、
参

入
せ
し
め
了
ん
ぬ
と
云
々
」
と
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（

（（
（

、
能
登

守
の
舞
姫
は
他
の
三
所
に
先
立
っ
て
当
日
の
暁
に
参
入
を
終
え
て
い

た
。

　

寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
に
は
「
宰
相
中
将
仲
実
朝
臣
・
備
中
守
政

長
朝
臣
・
美
濃
守
公
俊
朝
臣
、
三
个
所
、
已
に
暁
参
せ
り
。
尾
張
守
忠

教
ば
か
り
例
の
儀
の
ご
と
し
」
と
記
さ
れ（

（（
（

、
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）

に
は
「
亥
剋
に
及
び
、
五
節
舞
姫
参
る
。
…
今
夜
新
大
納
言
経
実
卿
・

右
衛
門
守
宗
通
卿
舞
姫
、
尋
常
に
参
入
す
。
備
前
守
国
教
・
越
中
守
宗

章
の
舞
姫
、
暁
参
す
と
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
暁
に
参
入

す
る
こ
と
は
「
暁
参
」
と
呼
ば
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

舞
姫
は
帳
台
試
が
行
わ
れ
る
直
前
、
つ
ま
り
丑
日
の
夕
方
か
ら
深
夜

に
参
入
す
る
こ
と
が
通
例
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
舞
姫
が
丑
日
の
深

夜
を
待
た
ず
に
参
入
す
る
こ
と
も
見
ら
れ
、
子
日
の
夜
や
丑
日
の
早
朝

に
参
入
す
る
舞
姫
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
十
一
世
紀
末
期
に
な
る
と
丑
日

の
暁
に
参
入
す
る
こ
と
が
「
暁
参
」
と
し
て
定
着
す
る
。

　

で
は
暁
参
は
、
深
夜
に
参
入
す
る
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
に
は
、
三
人
の
舞
姫
が
「
こ

の
暁
密
々
に
」
参
り
、
一
人
だ
け
「
例
の
ご
と
く
」
参
っ
た（

（（
（

。
承
徳
二

年
（
一
〇
九
八
）
に
は
、
近
江
守
藤
原
隆
宗
の
舞
姫
が
「
今
朝
、
竊
に

参
入
」
し
て
い
る（

（（
（

。
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
に
は
、
丹
波
守
藤
原
忠

隆
の
舞
姫
が
「
如
法
参
入
」
し
た
が
、
権
中
納
言
藤
原
宗
忠
・
権
中
納

言
藤
原
忠
教
・
遠
江
守
源
基
俊
の
舞
姫
は
「
省
略
を
存
ず
る
に
」
よ
っ

て
「
暁
参
」
を
し
た（

（（
（

。
暁
参
は
秘
か
な
参
入
で
あ
り
、
略
儀
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
寛
治
七
年
に
三
人
の
舞
姫
が
暁
参
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
宗

忠
は
「
三
个
所
の
暁
参
、
頗
る
奇
怪
の
事
な
り
」
と
記
し
て
い
る（

（（
（

。
ま

た
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）、
舞
姫
の
参
入
の
様
子
を
伝
え
聞
い
た
宗
忠

は
、「
四
个
所
、
皆
暁
参
す
。
一
所
も
参
入
の
儀
な
し
。
年
来
い
ま
だ
見

ざ
る
事
な
り
」
と
驚
い
て
い
る（

（（
（

。
暁
参
は
十
一
世
紀
前
半
で
は
一
人
か

二
人
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
略
儀
が
多
く
な

る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）、
藤
原
宗
忠
は
亥
時
こ
ろ
に
参
内
し
、
暁
参

を
し
た
一
所
を
除
く
三
所
の
五
節
を
「
訪
」
っ
て
い
る（

（（
（

。
五
節
舞
姫
の

参
入
は
多
く
の
介
助
者
を
必
要
と
し
、
ま
た
所
々
へ
の
屯
食
な
ど
も
準

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

。
舞
姫
の
参
入
は
、
そ
れ
自
身
が
一
つ
の
儀

式
で
あ
り
、
大
掛
り
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
略
儀
と
し
て
の
暁
参
が
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定
着
し
て
い
く
こ
と
は
、
舞
姫
の
参
入
が
「
参
入
儀
」
と
し
て
肥
大
化

し
て
い
く
こ
と
と
表
裏
一
体
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
『
師
遠
年
中
行
事
』
は
、
大
外
記
中
原
師
遠
が
天
仁
二
年
（
一
一
〇

九
）
か
ら
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
の
頃
に
、
年
中
行
事
御
障
子
文
を

も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
十
一
月
中
丑
日

4

4

の
夜
に

「
五
節
舞
姫
調
習
事
」
を
掲
出
し
、「
参
入
并
帳
台
試
事
」
と
い
う
傍
注

を
付
し
て
い
る（

（（
（

。
本
来
あ
っ
た
調
習
が
参
入
儀
と
帳
台
試
へ
と
変
化
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
師
遠
の
子
師
元
が
著
し
た
『
師

元
年
中
行
事
』
は
、
十
一
月
中
丑
日
に
「
五
節
儛
姫
参
入
并
帳
台
試
事
」

と
立
項
し
、
舞
姫
の
調
習
に
関
す
る
項
目
が
消
え
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
は
調

習
か
ら
参
入
儀
・
帳
台
試
へ
と
変
化
し
た
結
果
を
端
的
に
表
し
て
い

る
。
さ
ら
に
『
建
武
年
中
行
事
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

Ｖ　

丑
の
日
五
節
帳
台
試
と
い
ふ
。
常
寧
殿
に
て
、
主
上
御
覧
あ
り
。

五
節
の
舞
姫
ま
ゐ
る
。
四
人
の
内
、
一
両
人
参
り
の
儀
式
あ
り
。

其
外
は
内
々
ま
ゐ
る
を
ば
暁
参
と
い
ふ
。
み
な
参
り
と
ゝ
の
ほ
り

て
、
帳
台
に
出
御
あ
り
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
五
節
舞
姫
に
つ
い
て
、
献
上
者
、
帳
台
試
、
暁
参
を
取
り

上
げ
て
検
討
し
た
。
献
上
者
に
つ
い
て
は
殿
上
分
の
位
置
付
け
が
従
来

よ
り
も
明
瞭
に
な
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
十
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か

け
て
、
五
節
舞
姫
を
め
ぐ
る
儀
礼
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
様
子
の
一
端

を
示
し
た
。
舞
姫
の
参
入
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
裏
で
の
調
習
が

行
わ
れ
な
く
な
り
、
十
世
紀
中
頃
に
は
帳
台
試
が
成
立
し
た
。
そ
の
帳

台
試
は
十
一
世
紀
前
期
に
は
天
皇
の
出
御
儀
と
し
て
定
着
す
る
。
そ
の

一
方
で
舞
姫
の
参
入
が
一
つ
の
儀
と
し
て
大
掛
か
り
と
な
り
、
十
一
世

紀
後
半
に
は
略
儀
で
あ
る
暁
参
が
定
着
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
帳
台
試
に
お
け
る
遊
興
、
童
女
や
傅
女
房
、
殿
上
垸
飯

や
殿
上
淵
酔
、
儀
礼
の
祝
祭
性
（
出
衣
や
過
差
を
含
ん
で
）
な
ど
、
興

味
深
い
多
く
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し

五
節
舞
姫
と
い
う
王
権
に
近
い
儀
礼
の
変
容
は
、
王
権
や
貴
族
社
会
の

変
化
を
微
妙
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
１
）　�

山
中
「
新
嘗
祭
・
豊
明
節
会
・
五
節
舞
姫
」（『
平
安
朝
の
年
中
行

事
』、
塙
書
房
、
一
九
七
二
年
）
二
五
四
頁
。

（
２
）　�

萩
谷
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈　

下
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
三
年
）。

（
３
）　�

服
藤
「
五
節
舞
姫
の
成
立
と
変
容
」（『
歴
史
学
研
究
』
六
六
七
、
一

九
九
五
年
）、
保
立
「『
竹
取
物
語
』
と
王
権
神
話
」（『
物
語
の
中
世
』、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）。
五
節
舞
の
研
究
史
に
つ
い
て

は
服
藤
氏
の
研
究
を
参
照
。
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（
４
）　�

遠
藤
「
十
〜
十
二
世
紀
に
お
け
る
国
家
行
事
運
営
構
造
の
一
断
面
」

（『
歴
史
』
七
四
、
一
九
九
〇
年
）。
寺
内
「
受
領
の
私
富
と
国
家
財

政
」（『
受
領
制
の
研
究
』、
塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。
発
表
は
一
九
九

四
年
・
一
九
九
八
年
）。
な
お
佐
藤
泰
弘
「
平
安
時
代
に
お
け
る
国

家
・
社
会
編
成
の
転
回
」（『
日
本
中
世
の
黎
明
』
京
都
大
学
学
術
出

版
会
、
二
〇
〇
一
年
。
発
表
は
一
九
九
五
年
）
も
参
照
。

（
５
）　�

古
瀬
「
行
事
蔵
人
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
八
年
。
発
表
は
一
九
八
九
年
）。

（
６
）　�『
政
事
要
略
』
巻
廿
五
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
八
八
頁
）。『
新
撰

年
中
行
事
』
は
『
蔵
人
式
』
の
前
半
を
用
い
て
「
十
日
以
前
定
二
五

節
行
事
蔵
人
一
奏
聞
事
」
の
項
を
立
て
、
後
半
を
「
蔵
人
式
云
、
奏

聞
後
、
預
蔵
人
令
三
出
納
一
人
・
小
舎
人
三
人
、
同
関
二
件
事
一
文
入
二

外
記
之
覧（
筥
）一
、
大
臣
付
二
内
侍
一
也
」
と
引
用
し
て
い
る
。
西
本
昌
弘
「「
蔵

人
式
」
と
「
蔵
人
所
例
」
の
再
検
討
」（『
史
林
』
八
一-

三
、
一
九
九

八
年
）・「
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
二
冊
本
『
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
」

（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
七-

二
、
一
九
九
八
年
）。

（
７
）　�

預
蔵
人
の
指
名
に
つ
い
て
、『
小
野
宮
年
中
行
事
』（『
群
書
類
従
』
第

六
輯
、
四
〇
八
頁
）
や
『
政
事
要
略
』
巻
廿
六
（『
新
訂
増
補
国
史
大

系
』
一
一
七
頁
）
は
舞
姫
調
習
の
十
日
ほ
ど
前
に
預
蔵
人
を
定
め
る

と
し
て
い
る
。
一
方
、
十
二
世
紀
に
編
ま
れ
た
『
年
中
行
事
抄
』・

『
師
遠
年
中
行
事
』・『
師
光
年
中
行
事
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
輯

上
、
三
一
六
頁
・
二
二
〇
頁
・
三
六
六
頁
）
は
十
月
三
日
以
前
に
五

節
舞
姫
を
定
め
る
時
、
同
時
に
五
節
預
・
大
歌
召
人
を
差
点
し
て
い

る
。
な
お
『
北
山
抄
』
は
「
三（

十
月
）日

以
前
点
五
節
舞
姫
事 

近
例
九
月
定

仰
」
と
し
て
お
り
（『
増
訂
故
実
叢
書　

北
山
抄
』
三
〇
六
頁
）、
十

一
世
紀
前
半
に
は
九
月
の
例
が
み
え
る
。

（
８
）　�『
増
訂
故
実
叢
書　

西
宮
記
一
』
二
二
〇
頁
。

（
９
）　�『
春
記
』
長
暦
二
年
十
一
月
二
十
一
日
条
。
な
お
女
房
の
闌
入
に
つ

い
て
『
枕
草
子
』
九
二
段
（
岩
波
文
庫
）
に
は
「
行
事
蔵
人
」
が
帳

台
の
戸
を
押
さ
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
定
子
の
女
房
た
ち
が
押
し
入
っ

た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
10
）　�『
増
訂
故
実
叢
書　

江
家
次
第
』
二
九
六
頁
。

（
11
）　�『
江
家
次
第
』
の
傍
線
部
③
④
の
句
点
を
「
若
不
出
御
者
執
柄
人
并

蔵
人
頭
行
事
。
蔵
人
立
舞
殿
東
戸
下
開
闔
舞
間
禁
闌
入
」
に
変
え
れ

ば
、
脱
字
を
想
定
し
な
く
と
も
、
不
出
御
の
場
合
は
執
柄
と
蔵
人
頭

が
行
事
す
る
、
蔵
人
が
舞
殿
へ
の
闖
入
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
文
意

に
な
る
。
し
か
し
傍
線
部
⑤
に
「
行
事
蔵
人
」
が
見
え
る
こ
と
、『
西

宮
記
』
に
よ
る
と
帳
台
の
戸
を
開
閉
す
る
の
が
行
事
蔵
人
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
傍
線
部
④
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
と
考
え
、
傍
線
部

③
の
後
に
行
事
の
執
行
を
意
味
す
る
語
句
（
例
え
ば
「
行
事
」
も
し

く
は
「
執
行
」）
が
脱
落
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
12
）　
『
雲
図
抄
』（『
群
書
類
従
』
第
六
輯
、
三
二
九
頁
）。

（
13
）　�『
中
右
記
』
嘉
保
元
年
十
一
月
十
五
日
・
十
六
日
条
・
十
二
月
二
日

条
。

（
14
）　
『
兵
範
記
』
保
元
二
年
十
一
月
十
五
日
条
。

（
15
）　�『
中
右
記
』
元
永
元
年
十
一
月
十
七
日
条
、『
長
秋
記
』
元
永
二
年
十

一
月
十
一
日
条
。

（
16
）　
『
長
秋
記
』
元
永
二
年
十
一
月
十
二
日
条
。



二
〇

H21.03.09 /三校

（
17
）　�『
山
槐
記
』
永
暦
元
年
十
一
月
十
五
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
こ

こ
に
見
え
る
出
納
清
重
は
『
蔵
人
式
』（
史
料
Ａ
）
で
預
蔵
人
が
選
ぶ

「
出
納
一
人
」
に
当
る
の
で
あ
ろ
う
。

預
蔵
人
以
明
、
持
レ
鎰
立
二
戸
南
方
一
。
予
・
頭
弁
立
二
北
方
一
。
令
レ

閇
レ
戸
之
時
、
蔵
人
昇
二
殿
床
子
一
可
二
鎖
閇
一
也
。
然
而
近
代
只
押

立
云
々
。
…
…
行
事
蔵
人
以
明
、
出
納
一
臈
清
重
也
。

ま
た
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
十
一
月
二
十
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
見

え
る
。

頭
中
将
・
下
官
等
同
扈
従
。
殿
下
入
二︱
御
師
局
一
。
大
中
納
言
同
レ

前
。
此
条
非
レ
例
也
。
大
臣
外
、
納
言
不
レ
入
也
。
頭
中
将
・
下
官

等
留
、
就
二
帳
台
戸
左
右
一
中
将
北
、
下
官
南
。
預
蔵
人
取
レ
鉤
立
二

中
央
一
。
次
舞
姫
参
上
。

行
事
蔵
人
（
預
蔵
人
）
だ
け
で
な
く
蔵
人
頭
が
戸
口
に
立
つ
の
は
、

施
錠
せ
ず
に
戸
を
押
さ
え
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
が
『
江
家
次
第
』
の
注
記
（
史
料
Ｃ
傍
線
部
⑤
）
の
理
由
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
蔵
人
頭
は
立
ち
会
う
の
み
で
あ
り
、
鉤
を
持
ち
床
子

に
昇
っ
て
戸
を
開
閉
す
る
の
は
預
蔵
人
の
役
割
で
あ
る
。

（
18
）　�

帳
台
試
に
お
い
て
、『
西
宮
記
』
は
行
事
蔵
人
を
宿
衣
と
し
、『
江
家

次
第
』
は
行
事
蔵
人
と
大
歌
垣
下
の
み
が
束
帯
、『
雲
図
抄
』
裏
書

（
史
料
Ｄ
）
は
預
蔵
人
が
束
帯
と
す
る
。
十
世
紀
後
期
の
『
西
宮
記
』

は
宿
衣
で
あ
る
が
、
十
二
世
紀
初
期
の
『
江
家
次
第
』
と
『
雲
図
抄
』

で
は
束
帯
を
着
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
宿
衣
か
ら
束
帯
へ
の
変
化

は
、
帳
台
試
が
天
皇
の
出
御
儀
に
な
る
こ
と
（
後
述
）
に
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
『
侍
中
群
要
』
第
五
「
装
束
」
は

「
五
節
行
事
」
に
つ
い
て
「
丑
日
夜
、
束
帯 

位
袍
。 

雖
レ
非
二
行
事
一
、

為
二
大
哥
垣
下
一
人
著
二
束
帯
一｣

｢

寅
日
、
束
帯 

青
色
・
紅
下
襲｣

｢

卯

日
、
布
袴 

青
色
・
紅
下
襲
」
と
定
め
る
（
目
崎
徳
衛
編
『
侍
中
群
要
』、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
八
九
頁
）。
丑
日
夜
は
行
事
蔵
人
・
大

歌
垣
下
の
み
束
帯
で
あ
る
。
行
事
蔵
人
は
寅
・
卯
両
日
に
青
色
を
着

る
が
、
こ
れ
は
『
侍
中
群
要
』「
装
束
蔵
人
事
」（
九
五
頁
）
が
「
五

節
預
」
の
装
束
を
「
麹
塵
」
と
定
め
る
こ
と
に
当
た
る
。

（
19
）　�

山
中
『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
前
掲
。
山
中
氏
が
説
明
す
る
国
司
は

受
領
の
こ
と
で
あ
る
。

（
20
）　�

大
曽
根
章
介
校
注
「
寛
平
御
遺
誡
」（『
古
代
政
治
社
会
思
想
』、
岩
波

書
店
、
一
九
七
九
年
）。
寛
平
遺
誡
逸
文
の
語
句
は
、『
政
事
要
略
』

巻
二
十
六
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
三
〇
頁
）
が
「
勿
有
故
障
」

と
す
る
が
、『
年
中
行
事
抄
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
輯
上
、
三
二
一

頁
）
で
は
「
忽
有
故
障
」
で
あ
り
、
意
味
が
逆
に
な
る
。
文
意
と
し

て
は
後
者
で
も
よ
く
、
し
ば
ら
く
検
討
し
た
い
。

（
21
）　�『
政
事
要
略
』
巻
廿
六
、
延
喜
十
四
年
四
月
二
十
八
日
三
善
清
行
意

見
封
事
十
二
条
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
四
二
頁
）。

（
22
）　�『
年
中
行
事
秘
抄
』（『
群
書
類
従
』
第
六
輯
、
五
四
八
頁
）、『
伊
呂
葉

字
類
抄
』（『
日
本
古
典
全
集
』
現
代
思
潮
社
）。

（
23
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
吉
川
真
司
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
24
）　�『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』、
八
八
頁
。『
年
中
行
事
秘
抄
』
が
引
く
清
涼

記
の
逸
文
は
史
料
Ｆ
の
抄
出
で
あ
り
、
同
書
が
引
く
『
蔵
人
式
』
は

史
料
Ｆ
の
一
部
と
同
内
容
で
あ
る
。

（
25
）　�『
増
訂
故
実
叢
書　

西
宮
記
一
』
二
一
五
頁
。
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（
26
）　�

山
中
「
新
嘗
祭
・
豊
明
節
会
・
五
節
舞
姫
」（
前
掲
、
二
五
六
頁
）
は

「
上
御
二
五
節
一
被
レ
仰
二
受
領
一
、
弁
官
有
二
女
子
輩
一
、（
注
略
）、
后

宮
・
親
王
・
尚
侍
・
女
御
、
諸
卿
等
献
レ
之
」
と
訓
ん
で
い
る
が
、

『
清
涼
記
』
と
比
較
す
る
と
、
本
文
に
示
し
た
読
み
方
が
妥
当
で
あ

る
。

（
27
）　�

式
部
大
輔
紀
在
昌
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
従
四
位
上
式
部
大
輔

が
極
位
極
官
で
あ
り
、
天
暦
三
年
に
文
章
博
士
と
し
て
史
記
の
進
講

を
行
い
（『
日
本
紀
略
』
天
暦
三
年
十
月
十
六
日
条
）、
天
暦
四
年
に

は
「
式
部
大
輔
」
と
し
て
見
え
る
（『
大
日
本
古
記
録
九
暦
』
逸
文　

天
暦
四
年
閏
五
月
二
日
条
）。

（
28
）　�

吉
川
真
司
「
律
令
官
人
制
の
再
編
」（『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』、
塙
書

房
、
一
九
九
八
年
。
発
表
は
一
九
八
九
年
）。

（
29
）　�

史
料
収
集
に
当
た
っ
て
は
寺
内
浩
氏
の
作
成
し
た
史
料
集
成
を
参

照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
非
参
議
は
公
卿
に
入
れ
た
。

（
30
）　�

三
善
清
行
が
問
題
と
し
た
よ
う
に
（『
政
事
要
略
』
三
善
清
行
意
見

封
事
）、
公
卿
に
と
っ
て
も
舞
姫
献
上
は
重
い
負
担
と
な
っ
た
。
と

く
に
輪
番
で
献
上
す
る
な
ら
ば
、
新
任
の
公
卿
つ
ま
り
参
議
が
差
点

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
公
卿
の
中
で
も
禄
の

薄
い
参
議
に
は
負
担
が
重
か
っ
た
。
安
和
二
年
、
参
議
藤
原
斉
敏
・

藤
原
文
範
の
奏
状
を
容
れ
て
、
舞
姫
を
献
上
し
た
公
卿
に
二
合
が
認

め
ら
れ
た
（『
政
事
要
略
』
巻
廿
六
、
安
和
二
年
二
月
十
四
日
宣
旨
、

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
三
〇
頁
）。
ま
た
次
註
参
照
。

（
31
）　�『
中
右
記
』
大
治
二
年
十
月
十
六
日
条
・
二
十
六
日
条
に
よ
る
と
、

公
卿
は
中
納
言
一
名
・
参
議
三
名
が
欠
員
の
う
え
に
、
服
喪
の
者
が

多
く
辞
退
す
る
者
も
あ
り
、
頭
中
将
藤
原
忠
宗
が
献
上
者
の
選
定
に

苦
労
し
て
い
る
。
献
上
を
打
診
さ
れ
た
権
大
納
言
藤
原
宗
忠
は
「
数

度
、
五
節
を
献
ず
る
貧
道
の
人
に
仰
せ
下
さ
る
る
条
、
誠
に
以
て
堪

え
難
し
。
術
計
な
き
事
か
。
大
略
辞
し
申
す
也
」
と
日
記
に
記
し
て

い
る
。
ま
た
頭
中
将
は
宗
忠
に
対
し
、
献
上
者
が
受
領
三
人
に
な
る

こ
と
は
常
事
で
あ
る
が
受
領
に
も
辞
退
さ
れ
た
こ
と
や
、「
万
寿
三

年
冬
十
月
六
日
、
五
節
献
ず
べ
き
の
人
全
く
無
き
時
、
俄
に
公
卿
に

成
さ
る
る
也
」
と
い
う
先
例
を
述
べ
て
、
献
上
者
が
決
ま
ら
な
い
こ

と
を
歎
い
て
い
る
。
蔵
人
頭
忠
宗
が
言
及
し
た
万
寿
三
年
の
例
は
権

中
納
言
源
師
房
・
参
議
藤
公
成
の
こ
と
で
あ
る
。

（
32
）　
『
為
頼
朝
臣
集
』（『
大
日
本
史
料
』
長
徳
二
年
十
一
月
十
三
日
条
）。

（
33
）　�『
小
記
目
録
』
第
七
「
新
嘗
会
事
付
五
節
雑
事
」。
な
お
『
小
記
目
録
』

は
藤
原
資
平
か
ら
一
、
二
世
代
降
っ
た
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（「
解
題
」『
大
日
本
古
記
録　

小
右
記
十
一
』）。

（
34
）　�『
権
記
』
長
徳
四
年
十
月
四
日
条
。
な
お
「
則
忠
、
近
江
介
当
任
」「
伊

祐
、
散
位
信
乃
」
は
定
文
に
書
か
れ
た
字
句
で
は
な
く
、
行
成
が
記

し
た
注
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
35
）　�『
年
中
行
事
秘
抄
』
永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
十
月
十
三
日
・
同
三
年

十
月
二
日
定
文
（『
群
書
類
従
』
第
六
輯
（
五
四
三
頁
）、『
兵
範
記
』

仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
十
月
十
九
日
条
・
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）

十
月
十
三
日
条
、『
玉
葉
』
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
十
一
月
七
日
条

な
ど
。
な
お
『
玉
葉
』
文
治
三
年
九
月
十
三
日
条
に
よ
る
と
、「
未
役

之
人
」
の
注
文
を
奏
聞
し
「
有
二
御
点
四
人
一
」
と
い
う
献
上
者
決
定

の
方
法
が
わ
か
る
。
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（
36
）　
『
増
訂
故
実
叢
書　

西
宮
記
一
』、
二
五
三
頁
。

（
37
）　
『
為
頼
朝
臣
集
』（『
大
日
本
史
料
』
長
徳
二
年
十
一
月
十
三
日
条
）。

（
38
）　�

三
善
清
行
が
意
見
封
事
に
お
い
て
公
卿
・
女
御
の
負
担
を
取
り
上

げ
な
が
ら
も
殿
上
五
節
に
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、
そ
れ
が
近
臣
が

献
上
す
る
天
皇
の
舞
姫
で
あ
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
39
）　�

昇
殿
を
聴
さ
れ
た
受
領
つ
ま
り
殿
上
受
領
に
つ
い
て
は
、
橋
本
「
貴

族
政
権
の
政
治
構
造
」（『
平
安
貴
族
』、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。
発

表
一
九
七
六
年
）
一
一
一
頁
、
大
津
透
「
平
安
時
代
の
地
方
官
職
」

（『
国
文
学
解
釈
と
観
賞　

別
冊
平
安
貴
族
の
環
境
』
一
九
九
一
年
）

一
六
七
頁
を
参
照
。
例
え
ば
、
大
江
景
理
は
三
条
天
皇
の
即
位
時
か

ら
の
近
臣
で
、
殿
上
の
侍
臣
で
あ
る
。
橘
為
儀
は
三
条
天
皇
の
近
臣

で
あ
り
、
五
節
を
献
上
し
た
年
の
八
月
に
昇
殿
を
聴
さ
れ
て
い
る
。

源
保
任
は
帳
台
試
の
当
日
に
昇
殿
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
殿
上

受
領
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
論
じ
た
い
。

（
40
）　�『
春
記
』
長
暦
三
年
十
一
月
十
四
日
条
、『
範
国
記
』
長
元
九
年
九
月

二
十
八
日
条
、『
水
左
記
』
承
暦
元
年
十
一
月
十
八
日
条
。
十
三
世
紀

に
は
「
国
」
と
し
て
括
る
場
合
も
見
ら
れ
る
（『
民
経
記
』
安
貞
元
年

十
一
月
十
四
日
条
裏
書
）。

（
41
）　�

遠
藤
基
郎
「
十
〜
十
二
世
紀
に
お
け
る
国
家
行
事
運
営
構
造
の
一
断

面
」
前
掲
。
な
お
寛
弘
元
年
に
は
近
江
守
藤
原
知
章
が
美
福
門
を
造

営
す
る
こ
と
に
な
り
舞
姫
献
上
が
摂
津
守
説
孝
に
変
更
さ
れ
て

（『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
閏
九
月
十
四
日
条
）、
負
担
が
偏
ら
な

い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

（
42
）　
『
中
右
記
』
元
永
元
年
九
月
九
日
条
。

（
43
）　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八-

四
「
尾
張
守
□
□
五
節
所
語
」。

（
44
）　�

舞
姫
献
上
者
に
天
皇
に
近
し
い
者
が
い
て
も
、
そ
れ
は
選
定
の
基
本

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
。『
山
槐
記
』
応
保
元
年
九
月
三
十

日
条
で
は
、「
公
卿
・
受
領 

遷
任
国
司
等
也
。
但
無
レ
便
。
人
不
レ
幾
。
仍
初

任
人
少
々
書
之
。
未
役
人
々
書
二
折
紙
一
、
未
刻
参
内
奏
聞
」
し
て
い
る
。

「
初
任
」
で
は
な
く
旧
国
か
ら
「
遷
任
」
し
た
国
司
が
相
応
し
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
富
を
蓄
え
た
見
任
受
領
を
選
定
す
る
と

い
う
意
図
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
45
）　�『
権
記
』
長
保
元
年
十
一
月
二
十
四
日
条
、『
中
右
記
』
寛
治
七
年
十

一
月
十
八
日
条
。
寛
治
七
年
は
興
福
寺
大
衆
と
金
峯
山
僧
徒
と
の
合

戦
や
右
大
臣
の
病
気
を
理
由
に
停
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
承
徳
元
年

に
は
郁
芳
門
院
の
死
を
白
河
院
が
悲
し
ん
で
い
る
た
め
遊
興
の
儀

を
取
り
や
め
る
と
し
、
童
御
覧
を
停
止
し
た
（『
中
右
記
』
承
徳
元
年

十
一
月
十
七
日
条
）。

（
46
）　�『
中
右
記
』
寛
治
二
年
十
一
月
十
七
日
条
、『
中
右
記
』
寛
治
四
年
十

一
月
十
七
日
条
。
そ
の
他
、
天
永
三
年
に
は
、
十
歳
の
鳥
羽
天
皇
に

替
り
、
摂
政
藤
原
忠
実
が
「
幼
主
時
摂
政
出
帳
代
也
」
と
し
て
、
帳

台
に
出
て
い
る
（『
殿
暦
』
天
永
三
年
十
一
月
十
二
日
条
）。

（
47
）　�『
為
房
卿
記
』・『
中
右
記
』
寛
治
五
年
十
一
月
十
七
日
条
。
こ
の
時

は
頭
弁
や
預
蔵
人
が
行
事
し
た
が
、「
預
蔵
人
右
衛
門
尉
源
盛
雅
入
二

帳
代
之
中
一
執
行
」
し
た
（『
中
右
記
』）。

（
48
）　�『
中
右
記
』
永
長
元
年
十
一
月
十
五
日
条
。
承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）

に
も
同
様
に
頭
弁
源
師
頼
ら
が
沙
汰
し
て
い
る
（『
中
右
記
』
承
徳

元
年
十
一
月
十
五
日
条
）。
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五
節
舞
姫
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参
入
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（
49
）　�『
本
朝
世
紀
』
久
安
三
年
十
一
月
十
七
日
条
に
よ
る
と
「
主
上
蜜
々

於
二
帳
台
方
一
御
覧
。
幼
主
時
無
二
此
事
一
」
と
あ
る
。
帳
台
試
は
成
人
の

天
皇
が
密
々
に
行
う
儀
で
あ
っ
た
。

（
50
）　
『
殿
暦
』
天
仁
元
年
十
一
月
十
九
日
条
。

（
51
）　�『
玉
蘂
』
建
暦
二
年
十
一
月
十
一
日
条
。
九
条
道
家
は
天
皇
が
師
局

に
入
御
す
る
際
に
前
太
政
大
臣
藤
原
頼
実
が
簾
を
褰
げ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
執
柄
で
な
い
者
が
簾
を
褰
げ
る
こ
と
は
な
く
、「（

預
カ
）頭蔵
人
」

が
候
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
な
お
『
山
槐

記
』
永
暦
元
年
十
一
月
十
五
日
条
に
よ
る
と
、
天
皇
が
大
師
局
に
入

御
す
る
際
に
関
白
が
御
簾
を
褰
げ
て
お
り
、
関
白
は
「
直
に
簾
中
に

入
御
」
し
、
右
大
臣
・
内
大
臣
は
「
召
に
よ
り
て
簾
中
に
入
」
っ
て

い
る
。

（
52
）　
『
玉
葉
』
文
治
三
年
十
一
月
十
六
日
条
。

（
53
）　
『
小
右
記
』
永
観
二
年
十
一
月
十
九
日
条
。

（
54
）　
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
十
一
月
十
三
日
条
。

（
55
）　�『
御
堂
関
白
記
』・『
左
経
記
』
寛
仁
元
年
十
一
月
十
九
日
条
。『
小
石

記
』
寛
仁
元
年
十
一
月
二
十
日
条
に
よ
る
と
実
資
は
東
宮
の
同
座
を

批
判
し
て
い
る
。

（
56
）　�『
春
記
』
長
暦
二
年
十
一
月
二
十
一
日
条
・
長
暦
三
年
十
一
月
十
四

日
条
。

（
57
）　�『
年
中
行
事
御
障
子
文
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
輯
上
、
一
五
一
頁
）。

年
中
行
事
御
障
子
は
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
に
藤
原
基
経
が
光
孝
天

皇
に
献
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
御
障
子
文
は
十
一
世
紀
初
頭

に
補
筆
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
所
功
『
平
安
朝
儀
式
書

成
立
史
の
研
究
』
第
三
篇
第
一
章
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）。

（
58
）　
『
年
中
行
事
抄
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
輯
上
、
三
二
一
頁
）。

（
59
）　

西
本
「「
蔵
人
式
」
と
「
蔵
人
所
例
」
の
再
検
討
」
前
掲
。

（
60
）　�

両
書
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
虎
尾
俊
哉
「
政
事
要
略
に
つ
い
て
」

（『
古
代
典
籍
文
書
論
考
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
。
発
表
は
一

九
七
一
年
）。

（
61
）　�『
政
事
要
略
』
巻
廿
六
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
一
七
頁
）。『
雲

図
抄
』（『
群
書
類
従
』
第
六
輯
、
三
一
三
頁
）
に
よ
る
と
大
歌
の
垣

下
を
勤
め
る
蔵
人
が
子
・
丑
の
両
日
に
わ
た
り
指
名
さ
れ
て
い
る
。

調
習
が
行
わ
れ
な
く
と
も
大
歌
は
内
裏
に
候
し
て
い
た
。
十
二
世
紀

後
半
に
は
子
日
が
「
大
歌
試
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（『
兵
範
記
』
仁
安

三
年
十
一
月
十
九
日
条
）。

（
62
）　�『
親
信
卿
記
』
天
延
二
年
十
一
月
十
四
日
条
・
十
五
日
条
・
十
六
日

条
。
閏
十
月
二
日
、
平
親
信
は
頭
弁
か
ら
「
五
節
行
事
を
奉
仕
す
べ

き
」
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（『
親
信
卿
記
』
天
延
二
年
閏
十
月
二

日
条
）。

（
63
）　
『
西
宮
記
』
裏
書
（『
故
実
叢
書　

西
宮
記
一
』
二
五
四
頁
）。

（
64
）　
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
十
一
月
十
三
日
条
。

（
65
）　
『
小
右
記
』
長
保
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条
・
二
十
二
日
条
。

（
66
）　
『
小
右
記
』
永
観
二
年
十
一
月
十
八
日
条
・
十
九
日
条
。

（
67
）　
『
貞
信
公
記
抄
』
天
慶
八
年
十
一
月
十
九
日
条
。

（
68
）　
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
元
年
十
一
月
二
十
二
日
条
。

（
69
）　�『
小
右
記
』
長
保
元
年
十
一
月
十
六
日
条
・
二
十
二
日
条
、『
権
記
』

長
保
五
年
十
一
月
十
一
日
条
。
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（
70
）　
『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
十
一
月
十
七
日
条
。

（
71
）　�『
小
右
記
』
万
寿
二
年
十
一
月
九
日
条
。
こ
の
記
事
を
過
大
に
評
価

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
宮
中
に
伝
え
ら
れ
た
舞
が
家
に
伝
承
さ

れ
る
と
い
う
点
で
興
味
深
い
。

（
72
）　
『
兵
範
記
』
保
元
二
年
十
一
月
十
二
日
条
・
十
五
日
条
。

（
73
）　
『
小
右
記
』
長
元
五
年
十
一
月
十
九
日
条
・
二
十
日
条

（
74
）　�

長
徳
四
年
（
九
九
八
）、
一
条
天
皇
は
良
岑
氏
子
を
「
五
節
師
」
と
し

た
（『
権
記
』
長
徳
四
年
十
一
月
四
日
条
）。
長
元
七
年
（
一
〇
三

四
）、
舞
師
氏
子
が
病
気
の
た
め
孫
娘
を
代
官
と
し
て
参
内
さ
せ
た

（『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
一
月
十
六
日
条
）
こ
の
二
人
の
氏
子
は
同

一
人
物
で
あ
り
、
舞
師
は
宮
中
の
女
官
が
終
身
で
担
当
し
た
可
能
性

が
高
い
。
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
に
は
舞
師
が
死
去
し
た
が
然
る

べ
き
者
が
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
（『
殿
暦
』
永
久
元
年
十
一
月

十
日
条
）。
な
お
応
和
四
年
（
九
六
四
）
に
舞
姫
で
あ
っ
た
中
臣
静
子

が
舞
師
と
な
っ
て
い
る
（『
神
道
大
系
西
宮
記
』
が
底
本
に
し
た
『
尊

経
閣
善
本
影
印
集
成　

西
宮
記
六　

大
永
本
』
第
九
臨
時
諸
宣
旨
に

は
「
内
教
坊
頭
預
中
臣
静
子
応
和
四
二
廿
九
、
別
当
奏
二
補
五
節
師
一
、

以
二
内
侍
宣
一
被
レ
仰
二
本
人
并
内
侍
所
一
。
以
二
旧
舞
姫
一
為
レ
師
」
と

あ
る
。
二
九
八
頁
）。
舞
師
に
つ
い
て
は
服
藤
「
五
節
舞
姫
の
成
立
と

変
容
」
前
掲
は
九
世
紀
に
お
け
る
五
節
舞
師
の
廃
止
と
再
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

（
75
）　�『
中
右
記
』
大
治
二
年
十
一
月
十
五
日
条
（
後
掲
史
料
Ｔ
）。「
舞
師
小

伊
与
」
と
は
小
師
の
伊
予
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
76
）　�『
小
右
記
』
長
保
元
年
十
一
月
十
六
日
条
、
長
元
五
年
十
一
月
十
九

日
条
（
史
料
Ｓ
）・
二
十
日
条
。『
左
経
記
』
長
元
四
年
十
一
月
十
九

日
条
は
諸
人
・
諸
所
へ
の
禄
を
記
し
て
お
り
、「
舞
師
、
絹
六
疋
・

綿
代
信
乃
六
段
・
前
料
絹
十
疋
。
小
師
、
絹
二
疋
・
綿
代
信
乃
二

段
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
類
聚
雑
要
抄
』（『
群
書
類
従
』
第
二

十
六
輯
）、『
兵
範
記
』
保
元
二
年
十
一
月
十
二
日
条
・
十
九
日
条
に

は
舞
師
を
迎
え
る
た
め
の
舗
設
、
舞
師
や
舞
姫
な
ど
関
係
者
へ
の
禄

が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

（
77
）　
『
中
右
記
』
大
治
二
年
十
一
月
十
五
日
条
。

（
78
）　
『
兵
範
記
』
保
元
二
年
十
一
月
十
五
日
条
。

（
79
）　
『
権
記
』
長
保
五
年
十
一
月
十
五
日
条
。

（
80
）　�『
康
平
記
（
平
定
家
記
）』
康
平
三
年
十
一
月
十
六
日
条
（『
群
書
類

従
』
第
二
十
五
輯
、
二
八
八
頁
）。

（
81
）　
『
水
左
記
』
承
暦
元
年
十
一
月
十
八
日
条
。

（
82
）　
『
為
房
卿
記
』
永
保
元
年
十
一
月
十
五
日
条
。

（
83
）　
『
中
右
記
』
寛
治
七
年
十
一
月
十
五
日
条
。

（
84
）　
『
中
右
記
』
嘉
承
元
年
十
一
月
十
三
日
条
。

（
85
）　
『
中
右
記
』
永
長
元
年
十
一
月
十
五
日
条
。

（
86
）　
『
中
右
記
』
承
徳
二
年
十
一
月
二
十
一
日
条
。

（
87
）　
『
中
右
記
』
永
久
二
年
十
一
月
十
八
日
条
。

（
88
）　
『
中
右
記
』
寛
治
七
年
十
一
月
十
五
日
条
。

（
89
）　
『
中
右
記
』
元
永
元
年
十
一
月
十
七
日
条
。

（
90
）　
『
中
右
記
』
承
徳
二
年
十
一
月
二
十
一
日
条
。

（
91
）　�

参
入
儀
は
『
満
佐
須
計
装
束
抄
』（『
群
書
類
従
』
第
八
輯
、
三
二
〜

三
三
頁
）
が
詳
し
い
。
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（
92
）　
『
師
遠
年
中
行
事
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
輯
上
、
二
二
二
頁
）。

（
93
）　
『
師
元
年
中
行
事
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
輯
上
、
二
五
二
頁
）。

（
94
）　�
和
田
英
松
『
新
訂
建
武
年
中
行
事
註
解
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九

八
九
年
）。
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
は
十
一
月
八
日
に
舞
姫
を
献
ず

べ
き
人
々
を
定
め
、
十
四
日
（
子
日
）
の
夜
、
舞
姫
が
密
参
し
た
。

「
子
日
舞
姫
参
入
有
二
先
例
一
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
依
レ
無
二
参
入

之
儀
一
蜜
参
也
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌
日
（
丑
日
）
の
明
け
方
に

帳
台
試
が
行
わ
れ
、
辰
剋
に
は
終
了
し
た
（『
花
園
天
皇
宸
記
』
正
和

二
年
十
一
月
八
日
条
・
十
四
日
条
・
十
五
日
条
）。
こ
れ
は
丑
日
夜

が
月
蝕
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
前
に
帳
台
試
を
終
え
る
た
め
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

【
表
】
五
節
舞
姫
の
献
上
者

天
皇

年
号

殿
上
分

公
卿
・
后
妃
�等

典
拠

醍
醐

延
喜
19

延
長
２

参
議
悦

左
大
臣
忠
平

貞
・
西

貞

朱
雀

承
平
５

天
慶
元

天
慶
２

天
慶
５

天
慶
８

｢

無
殿
上
五
節｣

（
���������









前
美
濃
権
守
随
時
女
�）

（
����



�
��


河
内
守
忠
幹
女
�）

中
納
言
伊
望
・
参
議
是
茂
・
参
議
伊
衡
・
参
議
師
輔

中
宮
穏
子
・
摂
政
太
政
大
臣
忠
平
�
�
�������







（
�
�������







←
権
中
納
言
師
輔
）

中
納
言
実
頼

参
議
元
方
・
参
議
高
明
・
参
議
保
平
・
参
議
敦
忠

関
白
太
政
大
臣
忠
平

吏
部
・
江

貞
・
本
朝

貞江貞

村
上

天
徳
３

応
和
元

雅
正

参
議
元
名

中
納
言
師
氏

北
山
抄

西
・
江
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康
保
３

参
議
好
古

西

円
融

天
禄
３

天
元
元

天
元
２

左
少
弁
季
明

参
議
重
光

資
子
内
親
王
・
参
議
忠
清
・
参
議
惟
正

（
���������









右
大
臣
兼
家
、
辞
退
）

除
目
申
文
抄

日
本
紀
略

小
記
目
録

花
山

永
観
２

加
賀
守
景
舒

権
大
納
言
朝
光
・
参
議
佐
理

小
右
記

一
条

永
延
２

正
暦
４

長
徳
元

長
徳
２

長
徳
４

長
保
元

長
保
２

長
保
３

長
保
５

寛
弘
元

寛
弘
４

寛
弘
５

太
皇
太
后
宮
権
大
夫
理
兼
������






（
�����





前
越
後
守
�）

摂
津
守
為
頼

近
江
介
則
忠

伊
予
守
兼
資
�
�
�������







（
�
�������







←
前
信
濃
守
伊
祐
）

前
但
馬
守
生
昌
・
前
駿
河
守
済
家

但
馬
守
道
順

前
但
馬
守
道
順
・
前
甲
斐
守
高
雅

伊
予
守
明
順

摂
津
守
説
孝
�
�
������






（
�
������






←
近
江
守
知
章
）

尾
張
守
中
清
・
丹
波
守
業
遠

皇
太
后
宮
遵
子
・
左
京
大
夫
泰
清
・
参
議
安
親
・
誠
信

中
宮
定
子

右
大
臣
道
長
・
大
納
言
公
季
・
参
議
俊
賢

内
大
臣
公
季
・
中
納
言
惟
仲

大
納
言
道
綱
・
中
納
言
実
資

中
宮
彰
子
・
参
議
懐
平

中
納
言
公
任
・
参
議
有
国
・
参
議
行
成

権
中
納
言
隆
家
・
参
議
行
成

参
議
有
国
・
参
議
正
光

中
納
言
俊
賢

参
議
兼
隆
・
参
議
実
成

小枕
草
子

権為
頼
集

権権
・
小

権小権御
堂

御
堂

権
・
紫
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寛
弘
６

寛
弘
７

三
河
守
理
義

前
甲
斐
守
惟
憲

権
中
納
言
頼
通

御
堂

御
堂

三
条

寛
弘
８

長
和
元

長
和
２

長
和
３

長
和
４

大
和
守
輔
尹
・
摂
津
守
為
義

備
中
守
儀
懐

太
皇
太
后
宮
亮
能
通
������






（
�����





前
甲
斐
守
�）

備
前
守
景
理
・
備
後
守
師
長

左
大
臣
道
長
・
右
大
臣
顕
光
・
大
納
言
実
資

参
議
通
任

右
大
臣
顕
光
・
権
中
納
言
教
通
・
左
大
弁
道
方

中
納
言
懐
平
・
中
納
言
頼
宗
・
参
議
公
信

左
大
臣
道
長
�
�
�����������










（
�
�����������










←
参
議
朝
経
�������






）������






・
中
納
言
経
房

小御
堂

御
堂
・
小

小小
・
御
堂

後
一
条
長
和
５

寛
仁
元

寛
仁
２

寛
仁
３

寛
仁
４

治
安
元

治
安
２

治
安
３

万
寿
元

万
寿
２

万
寿
３

万
寿
４

散
位
�
�
������������












（
�
������������












→
但
馬
守
���������









）
��������








則
隆
・
美
濃
守
泰
通

備
前
守
景
斉
・
信
濃
守
道
成

尾
張
守
惟
貞
・
丹
波
守
頼
任
�
�
������






（
�
������






←
越
後
守
行
任
�）

近
江
守
経
頼
・
甲
斐
守
某

信
濃
守
惟
任
・
讃
岐
守
頼
国

備
前
守
経
相
・
備
中
守
行
任

讃
岐
守
長
経
・
越
後
守
隆
佐

三
河
守
挙
周
・
美
作
守
保
任

非
参
議
右
近
中
将
能
信
（
←
権
中
納
言
実
成
）

権
大
納
言
俊
賢
・
権
中
納
言
能
信

敦
康
親
王
・
参
議
資
平

大
納
言
公
任
・
権
中
納
言
経
房

中
納
言
行
成
�
�
������������











（
�
������������











←
権
中
納
言
兼
隆
������





）�����





・
参
議
経
通

権
中
納
言
兼
隆
・
参
議
定
頼

権
中
納
言
道
方
・
参
議
広
業

太
政
大
臣
公
季
（
←
中
納
言
隆
家
��������







）�������







・
権
中
納
言
長
家

参
議
兼
経

右
大
臣
実
資
・
権
中
納
言
朝
経

権
中
納
言
師
房
・
参
議
公
成

大
納
言
斉
信

御
堂

御
堂
・
小

御
堂
・
小

小
・
左
経
記

小
・
左
経
記

小
・
魚
魯
愚

左
経
記

小小小
・
左
経
記

左
経
記

小
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長
元
元

長
元
３

長
元
４

長
元
５

長
元
９

美
濃
守
広
政
・
丹
波
守
章
任
・
備
中
守
邦
経

伊
予
守
章
信
・
越
後
守
頼
祐

讃
岐
守

因
幡
守
頼
成
・
備
後
守
定
良

因
幡
守
経
親
・
伯
耆
守
親
方

参
議
資
平

内
大
臣
教
通
・
大
納
言
頼
宗

権
大
納
言
能
信
・
参
議
経
頼

権
中
納
言
経
通
・
参
議
兼
頼

参
議
公
成
・
参
議
隆
国
・
参
議
経
任

左
経
記

小左
経
記

小範
国
記

後
朱
雀
長
暦
元

長
暦
２

長
暦
３

長
久
元

美
濃
守
橘
義
通
・
備
前
守
兼
経

美
作
守
範
国

但
馬
守
基
貞
・
大
和
守
義
忠

丹
波
守
保
家
・
右
大
弁
摂
津
守
資
通

権
中
納
言
信
家
・
参
議
良
頼

参
議
俊
家

右
大
臣
実
資
・
権
大
納
言
能
信

権
中
納
言
通
房
・
参
議
経
輔

行
親
記

春
記

春
記

春
記

後
冷
泉
永
承
元

永
承
３

天
喜
５

康
平
３

丹
波
守
俊
平
・
尾
張
守
公
基

伯
耆
守
兼
輔
・
周
防
守
隆
方

美
濃
守
定
房
・
加
賀
守
信
房
・
摂
津
守
師
家

尾
張
守
時
房
・
近
江
守
基
貞
・
大
和
守
親
国

参
議
経
任
・
参
議
行
経
・
参
議
資
通

内
大
臣
頼
宗
・
権
大
納
言
師
房

権
中
納
言
師
実

内
大
臣
師
実

秘
抄

秘
抄

定
家
記

康
平
記

白
河

承
保
２

承
暦
元

永
保
元

備
中
守
実
綱
（
←
大
納
言
忠
家
）

加
賀
守
泰
仲
・
越
後
守
頼
仲

能
登
守
公
俊
・
伯
耆
守
業
房

参
議
師
忠
・
参
議
公
房

（
大
納
言
忠
家
）・
������






権
大
納
言
俊
家

参
議
俊
実
・
参
議
公
実

秘
抄

水
左
記

水
左
記

堀
河

寛
治
元

寛
治
２

美
作
守
清
長
・
備
前
守
季
綱

備
後
守
家
明
・
越
前
守
清
実

右
大
臣
顕
房
・
権
中
納
言
伊
房
・
参
議
公
定

権
中
納
言
宗
俊
・
参
議
匡
房

中中
・
帥
記
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寛
治
３

寛
治
４

寛
治
５

寛
治
６

寛
治
７

嘉
保
元

嘉
保
２

永
長
元

承
徳
元

承
徳
２

康
和
元

康
和
２

康
和
３

康
和
４

康
和
５

長
治
元

長
治
２

播
磨
守
定
綱
・
若
狭
守
正
家

周
防
守
経
忠
・
越
後
守
国
明

美
作
守
行
家
・
加
賀
守
為
房

能
登
守
宗
基
・
参
河
守
敦
遠

備
中
守
政
長
・
尾
張
守
忠
教

美
濃
守
公
俊
（
←
播
磨
守
師
信
←���




雅
実
）

安
芸
守
有
俊
・
但
馬
守
隆
時

因
幡
守
長
実
・
参
河
守
仲
実

土
佐
守
有
佐
・
丹
後
守
実
信

美
濃
守
義
綱
・
阿
波
守
為
遠
・
美
作
守
基
隆

伯
耆
守
能
仲
・
近
江
守
隆
宗

参
河
守
家
信
・
能
登
守
俊
兼

越
中
守
基
実
・
加
賀
守
季
房

美
作
守
顕
季
�
�
������������











（
�
������������











←
丹
後
守
為
家
�������






）������






・
越
前
守
家
保

土
佐
守
盛
実
�
�
������������











（
�
������������











←
備
後
守
行
実
�������






）������






・
出
雲
守
忠
清

但
馬
守
仲
章

越
前
守
為
家
・
甲
斐
守
惟
信

加
賀
守
敦
兼
・
周
防
守
遠
実

出
雲
守
家
保
・
備
前
守
国
教

権
大
納
言
師
忠
・
権
中
納
言
俊
明

内
大
臣
師
通
・
大
納
言
実
季

参
議
経
実
・
参
議
雅
俊

中
納
言
忠
実
・
権
中
納
言
俊
実

参
議
仲
実

（
�������







権
大
納
言
雅
実
）

参
議
宗
通
・
参
議
季
仲

左
大
臣
俊
房
・
権
中
納
言
基
忠

権
中
納
言
公
実
・
参
議
能
実

権
中
納
言
通
俊

権
大
納
言
雅
実
・
参
議
師
頼

参
議
国
信
・
参
議
基
綱

参
議
忠
教
・
参
議
宗
忠

参
議
能
俊
・
参
議
顕
通

権
中
納
言
匡
房

参
議
顕
雅
・
参
議
家
政

権
中
納
言
仲
実
・
権
中
納
言
雅
俊

権
大
納
言
経
実
・
権
中
納
言
宗
通 �

＊
節
会
停
止

中師
通
記
・
中

為
房
記
・
中

師
通
記
・
中

中中中中中中本
朝
世
紀

殿
・
中

殿
・
中
目
録

殿
・
中

殿
・
中

中殿
・
中
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嘉
承
元

越
中
守
宗
章
・
備
前
守
国
教

権
大
納
言
経
実
・
権
中
納
言
宗
通

中

鳥
羽

天
仁
元

天
永
元

天
永
３

永
久
元

永
久
２

永
久
３

永
久
４

永
久
５

越
後
守
顕
輔
・
阿
波
守
邦
忠

能
登
守
時
章
・
参
河
守
隆
頼

近
江
守
朝
隆
・
伯
耆
守
家
光

甲
斐
守
師
季

丹
波
守
忠
隆
・
遠
江
守
基
俊

尾
張
守
師
俊
・
因
幡
守
宗
成

参
議
俊
忠
・
参
議
重
資
・
参
議
顕
実

大
納
言
俊
明
・
権
大
納
言
家
忠

権
中
納
言
基
綱
・
参
議
為
房

参
議
原
実
隆
・
参
議
原
長
忠

権
中
納
言
宗
忠
�
�
�������������












（
�
�������������












←
内
大
臣
雅
実
��������







）�������







・
権
中
納
言
忠
教

内
大
臣
忠
通

中
納
言
能
実
・
参
議
実
行

右
大
臣
雅
実
・
参
議
信
通

殿
・
中

殿殿
・
中

秘
抄
・
殿

殿
・
中

殿殿殿

元
永
元

元
永
２

保
安
元

越
中
守
俊
親
（
←
権
大
納
言
雅
俊
）

能
登
守
基
頼
（
←
遠
江
守
為
隆
）

尾
張
守
師
俊
（
←
相
模
守
雅
職
←
讃
岐
守
顕
頼
）

近
江
守
重
仲
・
備
中
守
重
通

加
賀
守
実
能
・
讃
岐
守
顕
能

（
��������������













権
�������������












大
������������











納
言
����������









雅
俊
）・
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権
中
納
言
重
資

権
中
納
言
実
隆
・
参
議
雅
定

権
大
納
言
仲
実
・
権
中
納
言
能
俊

中
・
殿

中
・
長
秋

中

崇
徳

天
治
元

天
治
２

大
治
元

大
治
２

大
治
３

越
前
守
忠
盛
・
安
芸
守
為
忠

加
賀
守
季
成
・
越
中
守
顕
俊

甲
斐
守
雅
職

尾
張
守
長
親
・
越
後
守
政
教

美
濃
守
顕
保
・
備
後
守
時
通

権
中
納
言
雅
定
・
参
議
為
隆

中
納
言
顕
雅
・
参
議
宗
輔

中
納
言

権
大
納
言
宗
忠
・
権
大
納
言
能
俊

右
大
臣
家
忠
・
権
大
納
言
忠
教

中
記
目
録

中
記
目
録

中
記
目
録

中中
記
目
録
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五
節
舞
姫
の
参
入

三一


大
治
４

大
治
５

長
承
元

長
承
３

保
延
元

保
延
２

因
幡
守
通
基
・
丹
後
守
資
賢

土
佐
守
家
長
・
甲
斐
守
範
隆

能
登
守
季
兼
・
加
賀
守
顕
広

能
登
守
季
行
・
長
門
守
顕
盛

播
磨
守
家
成
・
出
雲
守
光
隆

和
泉
守
宗
兼
・
伊
賀
守
光
房

大
納
言
能
実
・
権
中
納
言
実
行

権
中
納
言
長
実
・
参
議
忠
宗

参
議
宗
能
・
参
議
実
光

権
中
納
言
顕
頼
・
参
議
家
保

権
大
納
言
実
行
・
参
議
実
衡

権
大
納
言
頼
長
・
参
議
成
通

長
秋
・
中

長
秋
・
中

中長
秋
・
中

中中

近
衛

康
治
元

康
治
２

久
安
２

久
安
３

久
安
５

久
安
６

仁
平
元

仁
平
２

仁
平
３

久
寿
元

越
後
守
家
明
・
甲
斐
守
顕
遠

土
佐
守
盛
章
・
上
野
介
保
説

越
前
守
俊
盛
・
美
作
守
親
家

長
門
守
師
行
・
能
登
守
通
重

讃
岐
守
成
親
・
周
防
守
成
頼

近
江
守
成
雅
・
但
馬
守
定
隆

備
前
守
信
時
・
武
蔵
守
信
頼

摂
津
守
重
家
・
尾
張
守
親
隆
�（=

阿
波
守
成
頼
�）

伯
耆
守
親
範
・
能
登
守
基
家

常
陸
守
教
盛
・
丹
波
守
成
清

権
中
納
言
実
光
・
参
議
顕
業
・
参
議
経
定

権
大
納
言
実
能
・
参
議
教
長

内
大
臣
頼
長
・
権
中
納
言
公
教

権
中
納
言
成
通
・
権
中
納
言
公
能

権
中
納
言
重
通
・
権
中
納
言
清
隆

権
中
納
言
経
定
・
参
議
雅
通

参
議
経
宗
・
参
議
師
長

参
議
為
通
・
参
議
資
信

右
大
臣
雅
定
・
参
議
兼
長

権
中
納
言
兼
長
・
参
議
公
通

本
朝

本
朝

本
朝

本
朝

本
朝
・
兵

本
朝

本
朝

本
朝･

兵･

山

本
朝
・
兵

兵

註１　

献
上
者
の
変
更
は
←
で
示
し
た
。

２　

寛
仁
元
年
の
散
位
則
隆
は
定
の
後
に
但
馬
守
に
補
任
さ
れ
た
。



三二


仁
平
二
年
の
尾
張
守
親
隆
は
実
際
は
阿
波
守
成
頼
が
沙
汰
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

３　

典
拠
欄　

貞
…
貞
信
公
記
抄　

西
…
西
宮
記　

吏
部
…
吏
部
王
記
（
逸
文
）　

江
…
江
家
次
第　

小
…
小
右
記　

権
…
権
記

御
堂
…
御
堂
関
白
記　

紫
…
紫
式
部
日
記　

秘
抄
…
年
中
行
事
秘
抄　

中
…
中
右
記　

本
朝
…
本
朝
世
紀　

殿
…
殿
暦

長
秋
…
長
秋
記　

兵
…
兵
範
記　

山
…
山
槐
記　

吉
…
吉
記


